
町の花
アジサイ

町の木
サクラ

「作り置きのおかずで朝ごはんをバランスアップ！！」「作り置きのおかずで朝ごはんをバランスアップ！！」

朝食も
バランスよく
食べよう！！

「作り置きのおかずで朝ごはんをバランスアップ！！」

護摩堂山の越の彼岸桜護摩堂山の越の彼岸桜護摩堂山の越の彼岸桜
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◆固定資産税１期

◆国民健康保険税１期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（3月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,101
+ 2

12,542
－ 41

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税

陽

　「護摩堂山の越の彼岸桜」は、“町の名木”に

も指定されていて、観光的にも、歴史的にも、田

上町を代表する桜でしょう。花は、ほんのりやさ

しく美しく、見ごろは４月下旬～５月上旬。

　　　　　　　　　（投稿者　下吉田　高橋務）
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　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2222@town.tagami.niigata.jp

60
　昨年７月に町で実施した「食育に関するアンケート」では、ほとんどの子ども

たちが朝食を食べていましたが、「主食＋主菜＋副菜」がそろった朝食は約３～

４割程度しかいませんでした。主食は食べていてもおかずが不足している様子で

す。朝食向きの主菜は、卵、ハム、納豆など意識すれば作りやすいですが、副菜

（野菜）のおかずは調理に手間がかかるため、不足しがちです。そこで、４月か

ら１年間、お母さんの朝食作りの負担を少しでも軽くするために、作り置きのお

かずを紹介します。今月は、みずみずしく、やわらかい春キャベツのサラダを提

案。朝ごはんにぜひ利用してみましょう。

子どもの頃から早寝・早起きをし、
朝ごはんをしっかり食べましょう！

役場保健福祉課         57-6112

春キャベツの
コールスローサラダ

毎月19日は
「食育の日」

田上レンジャー
（田上町食育推進
キャラクター）

キャベツの芯も
ビタミンＣが多
いので捨てずに
食べてネ！！
　　　米たより

★春キャベツのコールスローサラダ
春キャベツ…葉8枚（約400ｇ）　　きゅうり…中1本

にんじん…４㎝位（４０ｇ）　　塩…小さじ１

ハム…２枚　　コーン缶…５０ｇ　　

【ドレッシング】

　　　オリーブ油（又はサラダ油）…大さじ２

Ａ
　　レモン汁（又は酢）…大さじ１～２

　　　　砂糖…小さじ１/２　　マヨネーズ…小さじ２

　　　　塩、コショウ…少々

作り方 ①キャベツとにんじんはせん切り。きゅうりはたて半分に切って、ななめに

　　薄切りにする。

②ボウルに①を入れ、塩小さじ１を入れ、野菜がしんなりしたら軽くもむ。

③ハムは、５㎜角位に切り、コーンは缶から出して水気を切る。

④容器に水気をよく絞った野菜とハム、コーンを加え、Ａのドレッシング

　　であえる。ふたをして冷蔵庫で保存し、１～2日で食べきりましょう。

ポイント

　　✿塩もみ野菜の状態まで作って置いて、食べる時にドレッシングで和

　　　　えてもOK。

　✿たまねぎやセロリ、パセリや、みかん缶などを入れてもおいしいです。

　　✿キャベツに含まれるビタミンＣやビタミンＵは水溶性なので、切ったら

　　　　水にさらさないようにしましょう。

【担当のコーナー】 ４月6日、４年ぶりの、梅まつりが無事開催されました。当日は、みぞれ模様の天候で、「今年もダメか？」と気になり
ましたが、梅の花はきれいに咲いて、来訪者を楽しませていました。

【副菜】

青菜とじゃが芋の具だくさん汁
【主食】

ごはん

【主菜】

納豆のしらす和え
【副菜】

春キャベツのコールスローサラダ

N
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■投稿記事あて先／

材料
作りやすい分量
（約８人分）

護摩堂山の桜

第６２回田上町成人式第６２回田上町成人式

「支えてくれた全ての方に感謝」
二十歳の決意　新成人代表　大野隆之さん

「支えてくれた全ての方に感謝」
二十歳の決意　新成人代表　大野隆之さん

第６２回田上町成人式

「支えてくれた全ての方に感謝」
二十歳の決意　新成人代表　大野隆之さん
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◆
土
木
関
連
事
業

　
国
道
４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
整
備

は
、
活
発
な
交
流
を
支
え
活
力
あ

る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
重
要
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
早

期
整
備
促
進
の
た
め
の
要
望
活
動

等
の
成
果
と
し
て
、
道
路
築
造
工

事
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
平
成

26
年
５
月
末
に
は
町
道
本
田
上
・

横
場
線
（
本
田
上
農
免
）
か
ら
才

歩
川
を
越
え
て
県
道
新
潟
・
五
泉

・
間
瀬
線
ま
で
供
用
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
県
道
新

潟
・
五
泉
・
間
瀬
線
か
ら
Ｊ
Ｒ
田

上
駅
裏
の
町
道
中
店
後
藤
１
号
線

ま
で
の
早
期
供
用
開
始
に
向
け
て

の
要
望
や
、
新
潟
市
へ
の
働
き
か

け
も
引
き
続
き
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

◆
水
害
対
策
関
連
事
業

　
山
田
川
改
修
は
、
６
月
末
に
は

全
区
間
の
改
修
が
完
了
す
る
予
定

で
す
。
加
茂
川
で
の
堤
防
嵩
上
げ

工
事
の
継
続
や
五
社
川
改
修
の
再

開
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
単

独
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
生
活

に
支
障
を
き
た
す
と
思
わ
れ
る
生

活
関
連
道
路
の
整
備
や
維
持
補
修

を
緊
急
度
や
効
果
等
を
考
え
実
施

し
ま
す
。

◆
消
防
・
防
災
関
連
事
業

　
７
月
に
小
千
谷
市
で
実
施
さ
れ

る
県
消
防
大
会
の
ポ
ン
プ
操
法
競

技
に
県
央
支
会
を
代
表
し
て
第
２

分
団
が
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
自

主
防
災
組
織
は
、
町
内
18
地
区
で

結
成
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
防
災

力
が
向
上
し
て
き
ま
し
た
。
未
組

織
地
区
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織

の
結
成
に
向
け
、
積
極
的
な
支
援

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◆
福
祉
・
健
康
づ
く
り
事
業

　
健
や
か
に
長
生
き
で
き
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
支
え

る
基
盤
づ
く
り
に
務
め
ま
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
等
、

認
知
症
支
援
の
推
進
と
老
人
ク
ラ

ブ
の
促
進
を
図
り
、
介
護
予
防
、

認
知
症
予
防
教
室
な
ど
保
健
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
参

加
の
場
づ
く
り
に
も
努
め
ま
す
。

そ
の
他
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
設
置
に
向
け
た
研
究
を
継

続
す
る
ほ
か
、「
健
康
増
進
計
画
」

や
「
食
育
推
進
計
画
」
な
ど
を
平

成
27
年
度
に
向
け
て
見
直
し
を
お

こ
な
い
ま
す
。

◆
教
育
事
業

　
「
田
上
の
12
か
年
教
育
」
の
理

念
で
あ
る
「
田
上
の
子
ど
も
」
は

「
田
上
で
育
て
る
」
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
体

制
の
充
実
と
、
園
児
や
児
童
の
教

育
環
境
を
整
備
し
、
「
教
育
の
ま

ち
田
上
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
に
お
い
て
新
た

な
制
度
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
行
い
、

支
援
給
付
の
認
定
制
度
の
新
設
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
高
学
年
に
お
い
て
は
、

児
童
の
学
習
意
欲
を
喚
起
さ
せ
自

律
的
・
自
主
的
な
学
習
習
慣
を
育

て
る
た
め
「
た
け
の
子
塾
」
を
開

き
、
放
課
後
の
学
習
指
導
を
実
施

し
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
事
業

　
生
涯
学
習
関
係
で
は
、
公
民
館

や
体
育
館
な
ど
の
活
動
拠
点
施
設

の
整
備
を
図
り
、
町
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
生
涯
学
習
計
画
に
基
づ
き
、

事
業
を
推
進
し
満
足
度
の
高
い
明

る
く
・
豊
か
な
人
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
社
会
教
育
団

体
の
育
成
支
援
と
情
報
発
信
を
通

じ
、
近
隣
大
学
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
各
種
教
室
・
講
座
や
青
少

年
活
動
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　
体
育
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
佐
藤
杯
駅
伝
競

走
大
会
を
始
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
医
療
費
や

介
護
費
用
の
削
減
に
つ
な
げ
る
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
で
は
、
昨
年
度

実
施
し
た
湯
川
地
区
の
国
道
４
０

３
号
バ
イ
パ
ス
予
定
地
内
で
の
、

埋
蔵
文
化
財
調
査
の
発
掘
後
の
整

理
及
び
報
告
書
作
成
を
県
の
委
託

事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆
農
林
業
関
連
事
業

　
阿
賀
野
川
用
水
土
地
改
良
事
業

お
よ
び
新
津
郷
土
地
改
良
事
業
で

造
成
さ
れ
た
施
設
が
竣
工
後
30
数

年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
り

維
持
費
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
、

国
営
事
業
を
活
用
し
、
施
設
の
長

寿
命
化
お
よ
び
農
業
用
水
利
施
設

の
整
備
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の

負
担
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
26
年
度
よ
り
始
ま
る
「
資
源

向
上
支
払
交
付
金
」
や
「
農
地
維

持
支
払
交
付
金
」
に
よ
り
水
路
、

農
業
等
の
補
修
や
地
域
資
源
の
質

的
向
上
を
図
り
ま
す
。

◆
商
工
観
光
業
関
連
事
業

　
「
県
小
口
零
細
企
業
保
証
制
度

資
金
」
の
利
便
性
を
図
り
、
加
茂

市
内
の
金
融
機
関
で
も
取
り
扱
え

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

不
況
対
策
等
緊
急
特
別
資
金
を
は

じ
め
と
し
た
制
度
資
金
の
貸
付
事

業
や
保
証
料
助
成
を
継
続
し
、
商

工
業
の
育
成
・
支
援
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　
本
田
上
工
業
団
地
は
、
全
て
の

造
成
が
完
了
し
、
販
売
の
促
進
と

企
業
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
町
の
観
光
施
設
は
、
既
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
椿

寿
荘
、
総
合
公
園
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ

ン
ド
の
ほ
か
、
湯
っ
多
里
館
も
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

そ
れ
に
向
け
改
修
工
事
等
の
準
備

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行

を
お
こ
な
い
、
町
内
消
費
の
喚
呼

を
促
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
県
、

県
内
市
町
村
で
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
み
、

歴
史
や
文
化
、
芸
能
、
四
季
の
自

然
、
食
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

観
光
客
誘
致
に
務
め
ま
す
。

　◆
総
務
関
連
事
業

　
少
子
化
・
定
住
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、
現
在

各
課
で
実
施
し
て
い
る
少
子
化
対

策
関
連
事
業
の
一
元
化
を
お
こ
な

い
「
少
子
化
対
策
推
進
室
」
を
設

置
し
、
少
子
化
対
策
及
び
定
住
促

進
対
策
を
含
む
人
口
減
少
対
策
に

お
け
る
施
策
の
企
画
立
案
推
進
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
の
情
報
収
集

の
ほ
か
町
外
に
向
け
た
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、

新
婚
世
帯
家
賃
支
援
事
業
や
出
会

い
の
場
の
提
供
な
ど
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
の
標
準

更
改
期
間
が
国
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

関
係
機
器
を
更
改
整
備
し
ま
す
。

町民から町の発展と満足度を実感してもらえるまちづくり
　平成26年度当初予算が町議会３月定例会で可決されました。

　佐藤町長は施政方針演説の中で、「町民の満足度を高めるため、重点プロジェクトとして位置づけて

いる事業については、優先的、積極的に実施するとともに、長期的視点に立った的確・円滑な行財政運

営を基本とし、「やさしさと豊かさでキラリと輝くまち田上」の実現が可能となる予算づくりを行いま

した。平成26年度は特にソフト事業に重点を置き取り組んで行きます。」と決意を述べました。

　施政方針と予算概要は次のとおりです。
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自
然
と
調
和
し
た

　　　　安
全
で
快
適
な

　　　　　　　　暮
ら
し
の
創
造

健
康
で
や
す
ら
か
な

　　　　　　　暮
ら
し
の
創
造

に
ぎ
わ
い
と
活
力

あ
ふ
れ
る
暮
ら
し
の
創
造

創
意
と
き
ず
な
が
支
え
る

魅
力
あ
る
暮
ら
し
の
創
造

豊
か
さ
と
生
き
が
い
に

　　満
ち
た
暮
ら
し
の
創
造



平成26年度 施政方針平成26年度 施政方針平成26年度 施政方針

◆
土
木
関
連
事
業

　
国
道
４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
整
備

は
、
活
発
な
交
流
を
支
え
活
力
あ

る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
重
要
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
早

期
整
備
促
進
の
た
め
の
要
望
活
動

等
の
成
果
と
し
て
、
道
路
築
造
工

事
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
平
成

26
年
５
月
末
に
は
町
道
本
田
上
・

横
場
線
（
本
田
上
農
免
）
か
ら
才

歩
川
を
越
え
て
県
道
新
潟
・
五
泉

・
間
瀬
線
ま
で
供
用
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
県
道
新

潟
・
五
泉
・
間
瀬
線
か
ら
Ｊ
Ｒ
田

上
駅
裏
の
町
道
中
店
後
藤
１
号
線

ま
で
の
早
期
供
用
開
始
に
向
け
て

の
要
望
や
、
新
潟
市
へ
の
働
き
か

け
も
引
き
続
き
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

◆
水
害
対
策
関
連
事
業

　
山
田
川
改
修
は
、
６
月
末
に
は

全
区
間
の
改
修
が
完
了
す
る
予
定

で
す
。
加
茂
川
で
の
堤
防
嵩
上
げ

工
事
の
継
続
や
五
社
川
改
修
の
再

開
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
単

独
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
生
活

に
支
障
を
き
た
す
と
思
わ
れ
る
生

活
関
連
道
路
の
整
備
や
維
持
補
修

を
緊
急
度
や
効
果
等
を
考
え
実
施

し
ま
す
。

◆
消
防
・
防
災
関
連
事
業

　
７
月
に
小
千
谷
市
で
実
施
さ
れ

る
県
消
防
大
会
の
ポ
ン
プ
操
法
競

技
に
県
央
支
会
を
代
表
し
て
第
２

分
団
が
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
自

主
防
災
組
織
は
、
町
内
18
地
区
で

結
成
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
防
災

力
が
向
上
し
て
き
ま
し
た
。
未
組

織
地
区
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織

の
結
成
に
向
け
、
積
極
的
な
支
援

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◆
福
祉
・
健
康
づ
く
り
事
業

　
健
や
か
に
長
生
き
で
き
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
支
え

る
基
盤
づ
く
り
に
務
め
ま
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
等
、

認
知
症
支
援
の
推
進
と
老
人
ク
ラ

ブ
の
促
進
を
図
り
、
介
護
予
防
、

認
知
症
予
防
教
室
な
ど
保
健
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
参

加
の
場
づ
く
り
に
も
努
め
ま
す
。

そ
の
他
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
設
置
に
向
け
た
研
究
を
継

続
す
る
ほ
か
、「
健
康
増
進
計
画
」

や
「
食
育
推
進
計
画
」
な
ど
を
平

成
27
年
度
に
向
け
て
見
直
し
を
お

こ
な
い
ま
す
。

◆
教
育
事
業

　
「
田
上
の
12
か
年
教
育
」
の
理

念
で
あ
る
「
田
上
の
子
ど
も
」
は

「
田
上
で
育
て
る
」
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
体

制
の
充
実
と
、
園
児
や
児
童
の
教

育
環
境
を
整
備
し
、
「
教
育
の
ま

ち
田
上
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
に
お
い
て
新
た

な
制
度
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
行
い
、

支
援
給
付
の
認
定
制
度
の
新
設
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
高
学
年
に
お
い
て
は
、

児
童
の
学
習
意
欲
を
喚
起
さ
せ
自

律
的
・
自
主
的
な
学
習
習
慣
を
育

て
る
た
め
「
た
け
の
子
塾
」
を
開

き
、
放
課
後
の
学
習
指
導
を
実
施

し
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
事
業

　
生
涯
学
習
関
係
で
は
、
公
民
館

や
体
育
館
な
ど
の
活
動
拠
点
施
設

の
整
備
を
図
り
、
町
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
生
涯
学
習
計
画
に
基
づ
き
、

事
業
を
推
進
し
満
足
度
の
高
い
明

る
く
・
豊
か
な
人
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
社
会
教
育
団

体
の
育
成
支
援
と
情
報
発
信
を
通

じ
、
近
隣
大
学
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
各
種
教
室
・
講
座
や
青
少

年
活
動
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　
体
育
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
佐
藤
杯
駅
伝
競

走
大
会
を
始
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
医
療
費
や

介
護
費
用
の
削
減
に
つ
な
げ
る
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
で
は
、
昨
年
度

実
施
し
た
湯
川
地
区
の
国
道
４
０

３
号
バ
イ
パ
ス
予
定
地
内
で
の
、

埋
蔵
文
化
財
調
査
の
発
掘
後
の
整

理
及
び
報
告
書
作
成
を
県
の
委
託

事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆
農
林
業
関
連
事
業

　
阿
賀
野
川
用
水
土
地
改
良
事
業

お
よ
び
新
津
郷
土
地
改
良
事
業
で

造
成
さ
れ
た
施
設
が
竣
工
後
30
数

年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
り

維
持
費
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
、

国
営
事
業
を
活
用
し
、
施
設
の
長

寿
命
化
お
よ
び
農
業
用
水
利
施
設

の
整
備
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の

負
担
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
26
年
度
よ
り
始
ま
る
「
資
源

向
上
支
払
交
付
金
」
や
「
農
地
維

持
支
払
交
付
金
」
に
よ
り
水
路
、

農
業
等
の
補
修
や
地
域
資
源
の
質

的
向
上
を
図
り
ま
す
。

◆
商
工
観
光
業
関
連
事
業

　
「
県
小
口
零
細
企
業
保
証
制
度

資
金
」
の
利
便
性
を
図
り
、
加
茂

市
内
の
金
融
機
関
で
も
取
り
扱
え

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

不
況
対
策
等
緊
急
特
別
資
金
を
は

じ
め
と
し
た
制
度
資
金
の
貸
付
事

業
や
保
証
料
助
成
を
継
続
し
、
商

工
業
の
育
成
・
支
援
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　
本
田
上
工
業
団
地
は
、
全
て
の

造
成
が
完
了
し
、
販
売
の
促
進
と

企
業
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
町
の
観
光
施
設
は
、
既
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
椿

寿
荘
、
総
合
公
園
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ

ン
ド
の
ほ
か
、
湯
っ
多
里
館
も
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

そ
れ
に
向
け
改
修
工
事
等
の
準
備

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行

を
お
こ
な
い
、
町
内
消
費
の
喚
呼

を
促
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
県
、

県
内
市
町
村
で
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
み
、

歴
史
や
文
化
、
芸
能
、
四
季
の
自

然
、
食
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

観
光
客
誘
致
に
務
め
ま
す
。

　◆
総
務
関
連
事
業

　
少
子
化
・
定
住
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、
現
在

各
課
で
実
施
し
て
い
る
少
子
化
対

策
関
連
事
業
の
一
元
化
を
お
こ
な

い
「
少
子
化
対
策
推
進
室
」
を
設

置
し
、
少
子
化
対
策
及
び
定
住
促

進
対
策
を
含
む
人
口
減
少
対
策
に

お
け
る
施
策
の
企
画
立
案
推
進
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
の
情
報
収
集

の
ほ
か
町
外
に
向
け
た
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、

新
婚
世
帯
家
賃
支
援
事
業
や
出
会

い
の
場
の
提
供
な
ど
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
の
標
準

更
改
期
間
が
国
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

関
係
機
器
を
更
改
整
備
し
ま
す
。

町民から町の発展と満足度を実感してもらえるまちづくり
　平成26年度当初予算が町議会３月定例会で可決されました。

　佐藤町長は施政方針演説の中で、「町民の満足度を高めるため、重点プロジェクトとして位置づけて

いる事業については、優先的、積極的に実施するとともに、長期的視点に立った的確・円滑な行財政運

営を基本とし、「やさしさと豊かさでキラリと輝くまち田上」の実現が可能となる予算づくりを行いま

した。平成26年度は特にソフト事業に重点を置き取り組んで行きます。」と決意を述べました。

　施政方針と予算概要は次のとおりです。
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自
然
と
調
和
し
た

　　　　安
全
で
快
適
な

　　　　　　　　暮
ら
し
の
創
造

健
康
で
や
す
ら
か
な

　　　　　　　暮
ら
し
の
創
造

に
ぎ
わ
い
と
活
力

あ
ふ
れ
る
暮
ら
し
の
創
造

創
意
と
き
ず
な
が
支
え
る

魅
力
あ
る
暮
ら
し
の
創
造

豊
か
さ
と
生
き
が
い
に

　　満
ち
た
暮
ら
し
の
創
造



３5億721万4千円３5億721万4千円３5億721万4千円

平成26年度一般会計予算平成26年度一般会計予算平成26年度一般会計予算

【町税の内訳】

町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入湯税

【その他の自主財源の内訳】

財産収入

繰越金

諸収入

【その他の依存財源の内訳】

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4億7,308万円

・・・・・・・・・・・・・・ 5億812万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,079万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,856万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,930万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 139万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億2,981万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 280万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 210万円

・・・・ 60万円

1億2,500万円

・・ 2,000万円

・・・1,000万円

・・・・・・・・・・・ 360万円

・・・・・・ 170万円

町税
11億1,985万円
　　  （1.5％）

繰入金
2億593万円
（－9.1％）

分担金及び負担金、
使用料及び手数料
1億2,764万円
（－15.6％）

その他の自主財源
2億8,120万円（－26.1％）

地方交付税
16億3,700万円（1.8％）

町債
2億5,130万円
（－37.3％）

国庫支出金、
県支出金
5億4,128万円
（－21.4％）

その他の依存財源
2億3,580万円（6.6％）

●万円未満の数字は整理しています。

●（　）内は対前年度比です。

歳入合計

４4億円

歳出合計

４4億円

　平成26年度の一般会計当初予算額は44億円で、前年度に比べ3億8,000万円（7.9％）の減、特別

会計当初予算総額は35億721万4千円で前年度に比べ2億6,588万9千円（7.0％）の減となりました。

４4億円４4億円４4億円

教育費
31,648円

土木費
39,329円

総務費
34,688円

公債費
42,636円

民生費
104,017円

労働費ほか
1,396円

議会費
6,620円

消防費
16,967円

農林水産業費
17,106円

商工費
25,815円

衛生費
30,599円

町民1人あたり
に使われるお金

約350,821円

平成26年3月31日現在

人口１2,542人

民生費
13億458万円

（－1.6％）

公債費
5億3,474万円

（0.5％）

総務費
4億3,506万円（1.8％）

教育費
3億9,693万円
（－17.3％）

衛生費
3億8,377万円
（0.6％）

商工費
3億2,377万円
（－4.2％）

農林水産業費
2億1,455万円（0.0％）

消防費
2億1,280万円
（3.6％）

議会費 8,303万円（2.5％）

労働費ほか 1,751万円（－25.8％）

土木費 4億9,326万円（－36.0％）

予　算　額（前年度比）

3億9,930万円

7,760万円

13億4,500万円

1億740万円

3,930万円

11億9,100万円

2億6,975万5千円

7,785万9千円

（－8.1％）

（2.4％）

（1.7％）

（－2.4％）

（－0.3％）

（1.4％）

（9.6％）

（－79.0％）

収益的支出

資本的支出

　 内 　 訳 　

下水道事業特別会計

集落排水事業特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

訪問看護事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

特別会計特別会計

水道事業
特別会計

依存財源
60.6％

自主財源
39.4％依存財源

60.6％

自主財源
39.4％

4広報  たがみまち 「　　　      」 4月号  ●5 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 4月号



３5億721万4千円３5億721万4千円３5億721万4千円

平成26年度一般会計予算平成26年度一般会計予算平成26年度一般会計予算

【町税の内訳】

町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入湯税

【その他の自主財源の内訳】

財産収入

繰越金

諸収入

【その他の依存財源の内訳】

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4億7,308万円

・・・・・・・・・・・・・・ 5億812万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,079万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,856万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,930万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 139万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億2,981万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 280万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 210万円

・・・・ 60万円

1億2,500万円

・・ 2,000万円

・・・1,000万円

・・・・・・・・・・・ 360万円

・・・・・・ 170万円

町税
11億1,985万円
　　  （1.5％）

繰入金
2億593万円
（－9.1％）

分担金及び負担金、
使用料及び手数料
1億2,764万円
（－15.6％）

その他の自主財源
2億8,120万円（－26.1％）

地方交付税
16億3,700万円（1.8％）

町債
2億5,130万円
（－37.3％）

国庫支出金、
県支出金
5億4,128万円
（－21.4％）

その他の依存財源
2億3,580万円（6.6％）

●万円未満の数字は整理しています。

●（　）内は対前年度比です。

歳入合計

４4億円

歳出合計

４4億円

　平成26年度の一般会計当初予算額は44億円で、前年度に比べ3億8,000万円（7.9％）の減、特別

会計当初予算総額は35億721万4千円で前年度に比べ2億6,588万9千円（7.0％）の減となりました。

４4億円４4億円４4億円

教育費
31,648円

土木 費
39,329円

総務費
34,688円

公債費
42,636円

民生費
104,017円

労働費ほか
1,396円

議会費
6,620円

消防費
16,967円

農林水産業費
17,106円

商工費
25,815円

衛生費
30,599円

町民1人あたり
に使われるお金

約350,821円

平成26年3月31日現在

人口１2,542人

民生費
13億458万円

（－1.6％）

公債費
5億3,474万円

（0.5％）

総務費
4億3,506万円（1.8％）

教育費
3億9,693万円
（－17.3％）

衛生費
3億8,377万円
（0.6％）

商工費
3億2,377万円
（－4.2％）

農林水産業費
2億1,455万円（0.0％）

消防費
2億1,280万円
（3.6％）

議会費 8,303万円（2.5％）

労働費ほか 1,751万円（－25.8％）

土木費 4億9,326万円（－36.0％）

予　算　額（前年度比）

3億9,930万円

7,760万円

13億4,500万円

1億740万円

3,930万円

11億9,100万円

2億6,975万5千円

7,785万9千円

（－8.1％）

（2.4％）

（1.7％）

（－2.4％）

（－0.3％）

（1.4％）

（9.6％）

（－79.0％）

収益的支出

資本的支出

　 内 　 訳 　

下水道事業特別会計

集落排水事業特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

訪問看護事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

特別会計特別会計

水道事業
特別会計

依存財源
60.6％

自主財源
39.4％依存財源

60.6％

自主財源
39.4％
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議
会
に
て
金
森
惠
子
氏
（
清
水
沢
）
、

吉
澤
惠
智
子
氏
（
中
店
）
の
再
任
、
乾
彰

氏
（
本
田
上
）
の
新
任
を
推
薦
し
、
地
方

法
務
局
を
通
じ
て
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
き
及
び
効 

　果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
職
員
の
職
務
遂
行
中
ま
た
は
通
勤
途
上

　
の
交
通
事
故
に
よ
り
禁
固
刑
以
上
の
刑

　
に
処
さ
れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
猶
予
さ

　
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
特
に
必
要
が
あ

　
る
と
認
め
る
場
合
に
失
職
し
な
い
こ
と

　
と
す
る
例
外
規
定
を
設
け
ま
し
た
。

▼
田
上
町
老
人
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

　例
の
一
部
改
正

▽
国
の
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
負
担

　
軽
減
措
置
と
し
て
70
歳
か
ら
74
歳
の
患

　
者
負
担
を
１
割
負
担
と
し
て
き
ま
し
た

　
が
、
特
例
措
置
が
終
了
し
、
４
月
か
ら

　
２
割
負
担
に
戻
り
ま
す
。
ま
た
、
65
歳

　
か
ら
69
歳
の
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
ま
た

　
は
寝
た
き
り
老
人
で
低
所
得
者
の
方
に

　
対
し
て
も
特
例
措
置
で
あ
る
１
割
負
担

　
と
な
る
よ
う
、
差
額
を
公
費
で
負
担
し

　
て
き
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
同
様
に
２

　
割
と
な
る
よ
う
制
度
を
見
直
し
ま
し
た
。

▼
「
田
上
町
文
化
財
椿
寿
荘
、
管
理
等
の

　設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　改
正
」

▼
田
上
町
総
合
公
園
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド

　の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

　部
改
正

▽
魅
力
的
な
観
光
要
素
の
サ
ー
ビ
ス
を
維

　
持
す
る
た
め
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に

　
則
り
、
利
用
料
金
の
見
直
し
を
行
い
ま

　
し
た
。

▼
田
上
町
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
条
例

　の
一
部
改
正

▽
地
方
青
少
年
問
題
協
議
会
報
の
会
長
お

　
よ
び
委
員
の
資
格
要
件
に
係
る
規
定
の

　
廃
止
を
含
む
法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た

　
こ
と
に
伴
い
、
田
上
町
青
少
年
問
題
協

　
議
会
設
置
条
例
に
お
い
て
資
格
要
件
を

　
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
改
正
し
ま

　
し
た
。

▼
田
上
町
道
路
専
用
料
徴
収
条
例
の
一
部

　
改
正

▽
消
費
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
る
こ
と

　
も
な
い
本
条
例
も
改
正
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
多
目
的
交
流
施
設
ご
ま
ど
う
湯

　っ
多
里
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

▼
田
上
町
総
合
公
園
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド

　の
指
定
管
理
者
の
指
定

▼
田
上
町
文
化
財
椿
寿
荘
の
指
定
管
理
者

　の
指
定

▽
湯
っ
多
里
館
は
２
団
体
か
ら
の
応
募
が

　
あ
り
、
審
査
し
た
結
果
、
「
有
限
会
社

　
ク
ォ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
を
指
定
管

　
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。
（
指
定

　
期
間
　
平
成
27
年
１
月
１
日
～
平
成
32

　
年
３
月
31
日
）

　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
は
２
団
体
、
椿
寿

　
荘
は
１
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
審
査

　
し
た
結
果
、Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
は「
環

　
境
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
株
式
会
社
き
ら
め

　
き
」
を
、
椿
寿
荘
は
「
椿
寿
荘
売
店
組

　
合
」
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま

　
し
た
。
（
指
定
期
間
　
平
成
26
年
４
月

　
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日
）

▼
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

　変
更
の
報
告

▽
新
た
に
燕
市
お
よ
び
五
泉
市
か
ら
公
平

　
委
員
会
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
加

　
入
の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
規
約

　
を
変
更
し
ま
し
た
。
国
へ
の
許
可
事
務

　
の
関
係
上
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
、

　
や
む
な
く
専
決
処
分
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補
正
予

　算
（
第
６
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
７
６
６
５
万
円
を
減
額

　
し
、
総
額
を
45
億
１
８
６
９
万
７
千
円

　
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
歳
入
で
は
、
町
民
税
に
お
い
て
、
個
人

　
所
得
が
当
初
見
込
み
よ
り
多
か
っ
た
こ

　
と
に
よ
る
増
額
、
た
ば
こ
税
は
、
売
上

　
本
数
の
減
少
に
よ
る
減
額
。
分
担
金
及

　
び
負
担
金
に
お
い
て
、
各
種
健
診
で
当

　
初
見
込
み
よ
り
受
診
者
が
少
な
か
っ
た

　
こ
と
に
よ
る
減
額
、
国
庫
支
出
金
に
お

　
い
て
、
利
用
者
が
当
初
見
込
み
よ
り
少

　
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
障
害
者
自
立
支

　
援
給
付
費
負
担
金
な
ど
の
減
額
な
ど
。

　
歳
出
で
は
、
事
業
確
定
に
よ
る
庁
舎
空

　
調
設
備
改
修
に
か
か
る
工
事
費
な
ど
の

　
減
額
や
支
給
実
績
に
基
づ
い
て
障
害
者

　
自
立
支
援
事
業
に
お
け
る
給
付
費
の
減

　
額
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
２
６
１
２
万
円
を
減
額

　
し
、
総
額
を
４
億
７
４
４
万
４
千
円
と

　
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
集
落
排
水
事
業
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
３
０
７
万
円
を
減
額

　
し
、
総
額
を
７
５
９
４
万
３
千
円
と
し

　
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
４
９
３
２
万
６
千
円
を

　
追
加
し
、
総
額
を
13
億
７
８
２
４
万
６

　
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
４
４
３
万
２
千
円
を
減

　
額
し
、
総
額
を
１
億
５
５
６
万
８
千
円

　
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
訪
問
看
護
事
業
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
65
万
２
千
円
を
追
加

　
し
、
総
額
を
４
０
５
５
万
２
千
円
と
し

　
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　正
予
算
（
第
４
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
９
３
７
４
万
９
千
円
を

　
減
額
し
、
総
額
を
11
億
２
９
０
万
３
千

　
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　算
（
第
２
号
）

▽
当
初
予
算
３
条
に
定
め
た
収
益
的
収
入

　
の
水
道
事
業
収
益
の
予
定
額
を
２
２
７

　
万
４
千
円
減
額
し
、
２
億
３
６
０
８
万

　
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
初
予
算
４
条
に
定
め
た
資
本

　
的
収
入
の
予
定
額
を
３
４
８
１
万
円
減

　
額
し
、
１
億
７
６
７
９
万
円
と
す
る
も

　
の
と
、
資
本
的
支
出
の
予
定
額
を
２
４

　
７
１
万
８
千
円
減
額
し
３
億
４
６
５
５

　
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
26
年
度
田
上
町
一
般
会
計
予
算
及

　び
特
別
会
計
予
算

▽
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

　
た
。
（
４
～
５
　
ペ
ー
ジ
参
照
）

問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

平成２５年度　食育に関するアンケート調査結果②
　町では、子どもの頃から基本的な食習慣を身につけ、健康で豊な人間性を育むことを目的に「田上町

食育推進計画」を進めています。計画の進捗状況を把握するために実施したアンケート結果の２回目を

報告します。

食育アンケート実施概要

●対　象：①幼児（３～５歳児）　②小学生（１～６年生）　③中学生（１～３年生）

●内　容：食育に関するアンケート調査　　●調査期間：平成２５年７月

●方　法：竹の友幼児園・田上いずみルーテル幼稚園・小・中学校を通して配布・回収

●回答者：①幼児の保護者　202名　②小学生の保護者　529名　③中学生　308名

1. 毎食、野菜料理を食べますか？

　　　毎食、野菜料理を食べる子どもの目標値 （田上町町食育推進計画）

2. 朝食はだれと食べていますか？

●「毎食、野菜料理を食べる」は、幼児と小・中学生とも約３割と目標の半分以下。毎食、野菜料理

　を食べる人を増やすには、「野菜料理を１日２回以下」の人をもう１回食べる機会を増やすこと。

　ポイントは不足しがちな朝食に野菜料理をプラスすること。また、不足が深刻な「野菜料理を１日

　１回」「野菜料理は食べない」と答えた２割の幼児と小学生には、「食事の時は、野菜料理を食べ

　る」ことを習慣にして欲しいと思います。

●野菜は、私たちの健康維持には欠かせません。しかし、野菜不足やある程度の食事の偏りがあって

　も、すぐそれが健康に影響を及ぼすものではないため、野菜不足が比較的安易に考えられがちです。

　１日当たり必要な野菜は、幼児（3～5歳）240ｇ、小学生300ｇ、中学生～大人350ｇが目安で、子ど

　もは体の割にたくさんの野菜が必要です。１日分の野菜は、朝・昼・晩と３食に分けて食べると無

　理なく食べることができます。

●「家族全員で食べる」は、幼児・小学

　生の２割弱、中学生の16％。

●「家族の誰かと一緒食べる」は、幼児

　・小学生の８割弱、中学生の５割。

●「１人で食べる」は、中学生の約３割。

家族全員で食べる

家族の誰かと食べる

１人で食べる

無回答

幼児の目標値70％ 小学生の目標値70％ 中学生の目標値80％

幼　児

小学生

中学生

100％0％ 20％ 40％

毎食
29％

毎食
34％

毎食
34％

1日2回
48％

1日2回
40％

1日2回
59％

1日1回
18％

1日1回
21％

1日1回
6％

食べない
3％

無回答
2％

食べない
3％

食べない
1％

無回答
2％

60％ 80％

19％

76％
76％

54％

4％
7％

30％

1％
0％
0％

17％
16％
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条

例

の

一

部

改

正

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

専

決

処

分

補

正

予

算

新

年

度

予

算

平
成
26
年
度
予
算
を
可
決

第
2
回

田
上
町
議
会
定
例
会

平
成
26
年

平
成
26
年
度
予
算
を
可
決

　３
月
３
日
、
第
２
回
町
議
会
定
例
会

が
招
集
さ
れ
、
24
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
し
た
議
案
は
合

計
27
議
案
で
、
所
管
の
常
任
委
員
会
及

び
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

第
2
回

田
上
町
議
会
定
例
会

平
成
26
年



　
　

　
議
会
に
て
金
森
惠
子
氏
（
清
水
沢
）
、

吉
澤
惠
智
子
氏
（
中
店
）
の
再
任
、
乾
彰

氏
（
本
田
上
）
の
新
任
を
推
薦
し
、
地
方

法
務
局
を
通
じ
て
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
き
及
び
効 

　果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
職
員
の
職
務
遂
行
中
ま
た
は
通
勤
途
上

　
の
交
通
事
故
に
よ
り
禁
固
刑
以
上
の
刑

　
に
処
さ
れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
猶
予
さ

　
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
特
に
必
要
が
あ

　
る
と
認
め
る
場
合
に
失
職
し
な
い
こ
と

　
と
す
る
例
外
規
定
を
設
け
ま
し
た
。

▼
田
上
町
老
人
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

　例
の
一
部
改
正

▽
国
の
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
負
担

　
軽
減
措
置
と
し
て
70
歳
か
ら
74
歳
の
患

　
者
負
担
を
１
割
負
担
と
し
て
き
ま
し
た

　
が
、
特
例
措
置
が
終
了
し
、
４
月
か
ら

　
２
割
負
担
に
戻
り
ま
す
。
ま
た
、
65
歳

　
か
ら
69
歳
の
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
ま
た

　
は
寝
た
き
り
老
人
で
低
所
得
者
の
方
に

　
対
し
て
も
特
例
措
置
で
あ
る
１
割
負
担

　
と
な
る
よ
う
、
差
額
を
公
費
で
負
担
し

　
て
き
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
同
様
に
２

　
割
と
な
る
よ
う
制
度
を
見
直
し
ま
し
た
。

▼
「
田
上
町
文
化
財
椿
寿
荘
、
管
理
等
の

　設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　改
正
」

▼
田
上
町
総
合
公
園
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド

　の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

　部
改
正

▽
魅
力
的
な
観
光
要
素
の
サ
ー
ビ
ス
を
維

　
持
す
る
た
め
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に

　
則
り
、
利
用
料
金
の
見
直
し
を
行
い
ま

　
し
た
。

▼
田
上
町
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
条
例

　の
一
部
改
正

▽
地
方
青
少
年
問
題
協
議
会
報
の
会
長
お

　
よ
び
委
員
の
資
格
要
件
に
係
る
規
定
の

　
廃
止
を
含
む
法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た

　
こ
と
に
伴
い
、
田
上
町
青
少
年
問
題
協

　
議
会
設
置
条
例
に
お
い
て
資
格
要
件
を

　
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
改
正
し
ま

　
し
た
。

▼
田
上
町
道
路
専
用
料
徴
収
条
例
の
一
部

　
改
正

▽
消
費
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
る
こ
と

　
も
な
い
本
条
例
も
改
正
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
多
目
的
交
流
施
設
ご
ま
ど
う
湯

　っ
多
里
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

▼
田
上
町
総
合
公
園
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド

　の
指
定
管
理
者
の
指
定

▼
田
上
町
文
化
財
椿
寿
荘
の
指
定
管
理
者

　の
指
定

▽
湯
っ
多
里
館
は
２
団
体
か
ら
の
応
募
が

　
あ
り
、
審
査
し
た
結
果
、
「
有
限
会
社

　
ク
ォ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
を
指
定
管

　
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。
（
指
定

　
期
間
　
平
成
27
年
１
月
１
日
～
平
成
32

　
年
３
月
31
日
）

　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
は
２
団
体
、
椿
寿

　
荘
は
１
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
審
査

　
し
た
結
果
、Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
は「
環

　
境
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
株
式
会
社
き
ら
め

　
き
」
を
、
椿
寿
荘
は
「
椿
寿
荘
売
店
組

　
合
」
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま

　
し
た
。
（
指
定
期
間
　
平
成
26
年
４
月

　
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日
）

▼
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

　変
更
の
報
告

▽
新
た
に
燕
市
お
よ
び
五
泉
市
か
ら
公
平

　
委
員
会
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
加

　
入
の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
規
約

　
を
変
更
し
ま
し
た
。
国
へ
の
許
可
事
務

　
の
関
係
上
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
、

　
や
む
な
く
専
決
処
分
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補
正
予

　算
（
第
６
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
７
６
６
５
万
円
を
減
額

　
し
、
総
額
を
45
億
１
８
６
９
万
７
千
円

　
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
歳
入
で
は
、
町
民
税
に
お
い
て
、
個
人

　
所
得
が
当
初
見
込
み
よ
り
多
か
っ
た
こ

　
と
に
よ
る
増
額
、
た
ば
こ
税
は
、
売
上

　
本
数
の
減
少
に
よ
る
減
額
。
分
担
金
及

　
び
負
担
金
に
お
い
て
、
各
種
健
診
で
当

　
初
見
込
み
よ
り
受
診
者
が
少
な
か
っ
た

　
こ
と
に
よ
る
減
額
、
国
庫
支
出
金
に
お

　
い
て
、
利
用
者
が
当
初
見
込
み
よ
り
少

　
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
障
害
者
自
立
支

　
援
給
付
費
負
担
金
な
ど
の
減
額
な
ど
。

　
歳
出
で
は
、
事
業
確
定
に
よ
る
庁
舎
空

　
調
設
備
改
修
に
か
か
る
工
事
費
な
ど
の

　
減
額
や
支
給
実
績
に
基
づ
い
て
障
害
者

　
自
立
支
援
事
業
に
お
け
る
給
付
費
の
減

　
額
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
２
６
１
２
万
円
を
減
額

　
し
、
総
額
を
４
億
７
４
４
万
４
千
円
と

　
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
集
落
排
水
事
業
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
３
０
７
万
円
を
減
額

　
し
、
総
額
を
７
５
９
４
万
３
千
円
と
し

　
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
４
９
３
２
万
６
千
円
を

　
追
加
し
、
総
額
を
13
億
７
８
２
４
万
６

　
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
４
４
３
万
２
千
円
を
減

　
額
し
、
総
額
を
１
億
５
５
６
万
８
千
円

　
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
訪
問
看
護
事
業
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
65
万
２
千
円
を
追
加

　
し
、
総
額
を
４
０
５
５
万
２
千
円
と
し

　
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　正
予
算
（
第
４
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
９
３
７
４
万
９
千
円
を

　
減
額
し
、
総
額
を
11
億
２
９
０
万
３
千

　
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　算
（
第
２
号
）

▽
当
初
予
算
３
条
に
定
め
た
収
益
的
収
入

　
の
水
道
事
業
収
益
の
予
定
額
を
２
２
７

　
万
４
千
円
減
額
し
、
２
億
３
６
０
８
万

　
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
初
予
算
４
条
に
定
め
た
資
本

　
的
収
入
の
予
定
額
を
３
４
８
１
万
円
減

　
額
し
、
１
億
７
６
７
９
万
円
と
す
る
も

　
の
と
、
資
本
的
支
出
の
予
定
額
を
２
４

　
７
１
万
８
千
円
減
額
し
３
億
４
６
５
５

　
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
26
年
度
田
上
町
一
般
会
計
予
算
及

　び
特
別
会
計
予
算

▽
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

　
た
。
（
４
～
５
　
ペ
ー
ジ
参
照
）

問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

平成２５年度　食育に関するアンケート調査結果②
　町では、子どもの頃から基本的な食習慣を身につけ、健康で豊な人間性を育むことを目的に「田上町

食育推進計画」を進めています。計画の進捗状況を把握するために実施したアンケート結果の２回目を

報告します。

食育アンケート実施概要

●対　象：①幼児（３～５歳児）　②小学生（１～６年生）　③中学生（１～３年生）

●内　容：食育に関するアンケート調査　　●調査期間：平成２５年７月

●方　法：竹の友幼児園・田上いずみルーテル幼稚園・小・中学校を通して配布・回収

●回答者：①幼児の保護者　202名　②小学生の保護者　529名　③中学生　308名

1. 毎食、野菜料理を食べますか？

　　　毎食、野菜料理を食べる子どもの目標値 （田上町町食育推進計画）

2. 朝食はだれと食べていますか？

●「毎食、野菜料理を食べる」は、幼児と小・中学生とも約３割と目標の半分以下。毎食、野菜料理

　を食べる人を増やすには、「野菜料理を１日２回以下」の人をもう１回食べる機会を増やすこと。

　ポイントは不足しがちな朝食に野菜料理をプラスすること。また、不足が深刻な「野菜料理を１日

　１回」「野菜料理は食べない」と答えた２割の幼児と小学生には、「食事の時は、野菜料理を食べ

　る」ことを習慣にして欲しいと思います。

●野菜は、私たちの健康維持には欠かせません。しかし、野菜不足やある程度の食事の偏りがあって

　も、すぐそれが健康に影響を及ぼすものではないため、野菜不足が比較的安易に考えられがちです。

　１日当たり必要な野菜は、幼児（3～5歳）240ｇ、小学生300ｇ、中学生～大人350ｇが目安で、子ど

　もは体の割にたくさんの野菜が必要です。１日分の野菜は、朝・昼・晩と３食に分けて食べると無

　理なく食べることができます。

●「家族全員で食べる」は、幼児・小学

　生の２割弱、中学生の16％。

●「家族の誰かと一緒食べる」は、幼児

　・小学生の８割弱、中学生の５割。

●「１人で食べる」は、中学生の約３割。

家族全員で食べる

家族の誰かと食べる

１人で食べる

無回答

幼児の目標値70％ 小学生の目標値70％ 中学生の目標値80％

幼　児

小学生

中学生

100％0％ 20％ 40％

毎食
29％

毎食
34％

毎食
34％

1日2回
48％

1日2回
40％

1日2回
59％

1日1回
18％

1日1回
21％

1日1回
6％

食べない
3％

無回答
2％

食べない
3％

食べない
1％

無回答
2％

60％ 80％

19％

76％
76％

54％

4％
7％

30％

1％
0％
0％

17％
16％
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条

例

の

一

部

改

正

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

専

決

処

分

補

正

予

算

新

年

度

予

算

平
成
26
年
度
予
算
を
可
決

第
2
回

田
上
町
議
会
定
例
会

平
成
26
年

平
成
26
年
度
予
算
を
可
決

　３
月
３
日
、
第
２
回
町
議
会
定
例
会

が
招
集
さ
れ
、
24
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
し
た
議
案
は
合

計
27
議
案
で
、
所
管
の
常
任
委
員
会
及

び
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

第
2
回

田
上
町
議
会
定
例
会

平
成
26
年







□
問
い
合
わ
せ

　町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
課
内
）
☎
57
―
６
２
２
２

田上町長選挙の投票日は

 ６月1日（日）です

任
期
満
了
に
伴
い
田
上
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

入場券をなくした場合、また、入場券が届かない場合でも投票はできますので、係員に申し出てください。

期日前投票立会人を募集します期日前投票立会人を募集します
●
投
票
で
き
る
方

▽
投
票
で
き
る
方
は
、
日
本
国
民
で
次
の
①
と
②
の
ど
ち
ら
に
も
あ
て
は
ま
る
方
で
す
。

　
①
平
成
６
年
６
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

　
②
平
成
26
年
２
月
26
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
田
上
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

●
投
票
に
必
要
な
も
の

▽
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
届
い
た
入
場
券
を
お
持
ち
に
な
り
、
投
票
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
投
票
の
方
法

▽
前
回
の
町
長
選
挙
の
投
票
日
当
日
の
投
票
に
つ
い
て
は
、
投
票
用
紙
の
候
補
者
の
氏
名
欄
の
上
に

　
〇
を
つ
け
て
投
票
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
選
挙
か
ら
は
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
す

　
る
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。
な
お
、
ケ
ガ
な
ど
で
字
が
書
け
な
い
方
は
代
理
投
票
が
、
目
が
不
自
由

　
な
方
は
点
字
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。
必
要
な
方
は
、
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票
さ
れ
る
方

▽
仕
事
、
旅
行
な
ど
で
投
票
日
に
選
挙
に
行
け
な
い
方
は
、
５
月
28
日
か
ら
５
月
31
日
の
午
前
８
時

　
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の
間
に
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
不
在
者
投
票

　
病
気
や
出
産
な
ど
で
、
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
中

　
の
方
は
、
そ
の
場
所
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
な
ど
で
他
市
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、

　
滞
在
先
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

　
ず
れ
も
手
続
き
に
日
数
を
要
す
る
た
め
早
め
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
体
が
不
自
由
な
方
で
、
次
の
表
に
当
て
は
ま
る
方
は
、

　
郵
便
等
に
よ
り
投
票
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

　
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票

　
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
※
投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は
、
５
月
28
日
（
水
）
で
す
。

　
　
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町長選挙における日程等

○日時　平成26年５月12日（月）
　　　　午後１時30分
○田上町役場第２会議室（２階）

期日前投票のできる

日　時・場　所

選挙事務取扱場所

（立候補届出書の提出場所）

立候補届の届出日

投　　 票 　　日

開票日時・場　所

告　　 示 　　日

平成26年５月27日（火）
午前8時30分から午後5時まで

田上町役場大会議室（３階）

平成26年５月27日（火）

平成26年６月１日（日）
午前7時から午後8時

平成26年５月28日（水）から
平成26年５月31日（土）まで
午前8時30分から午後8時まで
田上町役場多目的会議室（1階）

平成26年６月１日（日）
午後9時から
田上町総合保健福祉センター

立候補予定者説明会

■期　　間　　５月28日（水）から５月31日（土）まで　４日間

■立会場所　　期日前投票所（役場 １階 多目的会議室）

■立会時間　　午前８時30分から午後８時まで

　　　　　　　（昼食、夕食は選挙管理委員会で用意します。）

■募集期間　　５月２日（金）から５月16日（金）

　受付時間　　午前８時30分から午後５時（土・日・祝日は除きます）

■募集人員　　各日ごとに２名。（延べ８名）

■報 酬 等　　町条例に基づき１日10,600円

　　　　　　　（立会報酬9,500円、費用弁償1,100円）をお支払いいたします。

　　　　　　　（所得税等を源泉徴収します）

■応募方法　　所定の申込書に必要事項を記載し、選挙管理委員会に提出してください。

　　　　　　　なお、申込書は役場総務課に用意しております。また、ホームページに

　　　　　　　も掲載してありますので、添付ファイルに入力してメールでのお申し込

　　　　　　　みも可能です。

■そ の 他　　(1)長時間勤務のため、体調に不安のある方のご応募はご遠慮ください。

　　　　　　　(2)期日前投票所内では、タバコは吸えません。

　　　　　　　(3)応募多数の場合は、選挙管理委員会で抽選のうえ決定いたします。

投票立会人　期日前投票所の投票立会人は、町の選挙人名簿に登録されている中から、

選挙管理委員会により選任されます。その主な仕事は、投票事務の執行が公正に行われ

るよう立ち会うことです。

　有権者の選挙に対する関心を高めるために、選挙の大切さや仕組み

を知っていただき、親しみのある投票所づくりを目指して、期日前投

票所の投票立会人を募集します。

郵便等による不在者投票の対象者

手帳などの種類

両下肢、体幹、移動

機能

介 護 保 険
被保険者証

戦 傷 病 者

手　　　帳

身体障害者

手　　　帳

障がいの種類

心臓、じん臓、肝臓

呼吸器、ぼうこう、

直腸、小腸

両下肢、体幹

免疫、肝臓

心臓、じん臓、呼吸

器、ぼうこう、直腸

小腸

障がいの程度

要介護５

特別項症～第３項症

特別項症～第２項症

１級～３級

１級、３級

１級、２級

田 上 町 長 選 挙

問合わせ先　町選挙管理委員会（総務課内）
　　　　　　ＴＥＬ　５７－６２２２
　　　　　　ＦＡＸ　５７－３１１２
　　　　　　メールアドレス
　　　　　　 t2221＠town.tagami .n i igata. jp
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□
問
い
合
わ
せ

　町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
課
内
）
☎
57
―
６
２
２
２

田上町長選挙の投票日は

 ６月1日（日）です

任
期
満
了
に
伴
い
田
上
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

入場券をなくした場合、また、入場券が届かない場合でも投票はできますので、係員に申し出てください。

期日前投票立会人を募集します期日前投票立会人を募集します
●
投
票
で
き
る
方

▽
投
票
で
き
る
方
は
、
日
本
国
民
で
次
の
①
と
②
の
ど
ち
ら
に
も
あ
て
は
ま
る
方
で
す
。

　
①
平
成
６
年
６
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

　
②
平
成
26
年
２
月
26
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
田
上
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

●
投
票
に
必
要
な
も
の

▽
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
届
い
た
入
場
券
を
お
持
ち
に
な
り
、
投
票
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
投
票
の
方
法

▽
前
回
の
町
長
選
挙
の
投
票
日
当
日
の
投
票
に
つ
い
て
は
、
投
票
用
紙
の
候
補
者
の
氏
名
欄
の
上
に

　
〇
を
つ
け
て
投
票
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
選
挙
か
ら
は
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
す

　
る
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。
な
お
、
ケ
ガ
な
ど
で
字
が
書
け
な
い
方
は
代
理
投
票
が
、
目
が
不
自
由

　
な
方
は
点
字
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。
必
要
な
方
は
、
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票
さ
れ
る
方

▽
仕
事
、
旅
行
な
ど
で
投
票
日
に
選
挙
に
行
け
な
い
方
は
、
５
月
28
日
か
ら
５
月
31
日
の
午
前
８
時

　
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の
間
に
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
不
在
者
投
票

　
病
気
や
出
産
な
ど
で
、
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
中

　
の
方
は
、
そ
の
場
所
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
な
ど
で
他
市
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、

　
滞
在
先
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

　
ず
れ
も
手
続
き
に
日
数
を
要
す
る
た
め
早
め
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
体
が
不
自
由
な
方
で
、
次
の
表
に
当
て
は
ま
る
方
は
、

　
郵
便
等
に
よ
り
投
票
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

　
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票

　
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
※
投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は
、
５
月
28
日
（
水
）
で
す
。

　
　
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町長選挙における日程等

○日時　平成26年５月12日（月）
　　　　午後１時30分
○田上町役場第２会議室（２階）

期日前投票のできる

日　時・場　所

選挙事務取扱場所

（立候補届出書の提出場所）

立候補届の届出日

投　　 票 　　日

開票日時・場　所

告　　 示 　　日

平成26年５月27日（火）
午前8時30分から午後5時まで

田上町役場大会議室（３階）

平成26年５月27日（火）

平成26年６月１日（日）
午前7時から午後8時

平成26年５月28日（水）から
平成26年５月31日（土）まで
午前8時30分から午後8時まで
田上町役場多目的会議室（1階）

平成26年６月１日（日）
午後9時から
田上町総合保健福祉センター

立候補予定者説明会

■期　　間　　５月28日（水）から５月31日（土）まで　４日間

■立会場所　　期日前投票所（役場 １階 多目的会議室）

■立会時間　　午前８時30分から午後８時まで

　　　　　　　（昼食、夕食は選挙管理委員会で用意します。）

■募集期間　　５月２日（金）から５月16日（金）

　受付時間　　午前８時30分から午後５時（土・日・祝日は除きます）

■募集人員　　各日ごとに２名。（延べ８名）

■報 酬 等　　町条例に基づき１日10,600円

　　　　　　　（立会報酬9,500円、費用弁償1,100円）をお支払いいたします。

　　　　　　　（所得税等を源泉徴収します）

■応募方法　　所定の申込書に必要事項を記載し、選挙管理委員会に提出してください。

　　　　　　　なお、申込書は役場総務課に用意しております。また、ホームページに

　　　　　　　も掲載してありますので、添付ファイルに入力してメールでのお申し込

　　　　　　　みも可能です。

■そ の 他　　(1)長時間勤務のため、体調に不安のある方のご応募はご遠慮ください。

　　　　　　　(2)期日前投票所内では、タバコは吸えません。

　　　　　　　(3)応募多数の場合は、選挙管理委員会で抽選のうえ決定いたします。

投票立会人　期日前投票所の投票立会人は、町の選挙人名簿に登録されている中から、

選挙管理委員会により選任されます。その主な仕事は、投票事務の執行が公正に行われ

るよう立ち会うことです。

　有権者の選挙に対する関心を高めるために、選挙の大切さや仕組み

を知っていただき、親しみのある投票所づくりを目指して、期日前投

票所の投票立会人を募集します。

郵便等による不在者投票の対象者

手帳などの種類

両下肢、体幹、移動

機能

介 護 保 険
被保険者証

戦 傷 病 者

手　　　帳

身体障害者

手　　　帳

障がいの種類

心臓、じん臓、肝臓

呼吸器、ぼうこう、

直腸、小腸

両下肢、体幹

免疫、肝臓

心臓、じん臓、呼吸

器、ぼうこう、直腸

小腸

障がいの程度

要介護５

特別項症～第３項症

特別項症～第２項症

１級～３級

１級、３級

１級、２級

田 上 町 長 選 挙

問合わせ先　町選挙管理委員会（総務課内）
　　　　　　ＴＥＬ　５７－６２２２
　　　　　　ＦＡＸ　５７－３１１２
　　　　　　メールアドレス
　　　　　　 t2221＠town.tagami .n i igata. jp
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問い合わせ：役場総務課企画財政係　57-6222

問い合わせ：役場町民課（総合窓口）　57-6115
新潟県パスポートセンター　025-290-6670
http://www.pref.niigata.lg.jp/kokusai/1203872488741.html

　田上町内に住所（住民登録）のある方は、役場町民課（総合窓口）でパスポートの発給事務を行って

います。県パスポートセンターでの申請は原則できません。

　申請してから受け取るまで約２週間かかります。

　（例）４月11日（金）に申請した場合→22日（火）以降受け取り可能。

　申請書類の不備等があると、受け取りまでにさらに日数がかかる場合もありますので、特に渡航

（海外旅行・出張等）が決まっている方は余裕を持って申請するようお願いいたします。

申請時必要書類（ご用意いただくもの）

　・一般旅券発給申請書（5年旅券用と10年旅券用があります。20歳未満の方は5年旅券用のみです。）

　・戸籍謄本（全部事項証明書）または抄本（個人事項証明書）（本籍地で発行されます。）

　・写真（規格、顔の大きさ等細かく規定されていますのでご注意ください。スピード写真、デジ

　　タルカメラでの撮影では規格が合わず取り直しをお願いする場合があります。役場では撮影で

　　きません。）

　・本人確認の書類（運転免許証や有効期限内の旅券であれば１点、ない場合は保険証等２点）

　　→コピー不可（代理の場合でも原本を提示する必要があります。）

　・前回取得した旅券（以前、旅券の交付を受けたことがある方のみ）

　※申請は代理でもできますが、署名欄等本人が記入しなければならないところがありますので、

　　先に一般旅券発給申請書を入手していただく必要があります。

パスポートの受け取り

　◎受け取りは必ず本人が、町民課窓口においでください。（乳幼児も同様）

　◎申請日から６ヶ月以内にお受け取りください。（期限を過ぎると失効します）

【発給手数料（新規・切替）】　※受け取りの際に必要。

新潟県収入証紙収入印紙

16,000円

11,000円

6,000円

14,000円

9,000円

4,000円

2,000円

2,000円

2,000円

内　　　　　　　訳
手　数　料区　　分

10　年　旅　券

５年旅券
12歳以上

12歳未満

受付時間／申請：午前８時30分～午後４時30分　受取：午前８時30分～午後５時

　　　　　※土日祝祭日、年末年始の休日は除く
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問い合わせ：役場総務課企画財政係　57-6222

問い合わせ：役場町民課（総合窓口）　57-6115
新潟県パスポートセンター　025-290-6670
http://www.pref.niigata.lg.jp/kokusai/1203872488741.html

　田上町内に住所（住民登録）のある方は、役場町民課（総合窓口）でパスポートの発給事務を行って

います。県パスポートセンターでの申請は原則できません。

　申請してから受け取るまで約２週間かかります。

　（例）４月11日（金）に申請した場合→22日（火）以降受け取り可能。

　申請書類の不備等があると、受け取りまでにさらに日数がかかる場合もありますので、特に渡航

（海外旅行・出張等）が決まっている方は余裕を持って申請するようお願いいたします。

申請時必要書類（ご用意いただくもの）

　・一般旅券発給申請書（5年旅券用と10年旅券用があります。20歳未満の方は5年旅券用のみです。）

　・戸籍謄本（全部事項証明書）または抄本（個人事項証明書）（本籍地で発行されます。）

　・写真（規格、顔の大きさ等細かく規定されていますのでご注意ください。スピード写真、デジ

　　タルカメラでの撮影では規格が合わず取り直しをお願いする場合があります。役場では撮影で

　　きません。）

　・本人確認の書類（運転免許証や有効期限内の旅券であれば１点、ない場合は保険証等２点）

　　→コピー不可（代理の場合でも原本を提示する必要があります。）

　・前回取得した旅券（以前、旅券の交付を受けたことがある方のみ）

　※申請は代理でもできますが、署名欄等本人が記入しなければならないところがありますので、

　　先に一般旅券発給申請書を入手していただく必要があります。

パスポートの受け取り

　◎受け取りは必ず本人が、町民課窓口においでください。（乳幼児も同様）

　◎申請日から６ヶ月以内にお受け取りください。（期限を過ぎると失効します）

【発給手数料（新規・切替）】　※受け取りの際に必要。

新潟県収入証紙収入印紙

16,000円

11,000円

6,000円

14,000円

9,000円

4,000円

2,000円

2,000円

2,000円

内　　　　　　　訳
手　数　料区　　分

10　年　旅　券

５年旅券
12歳以上

12歳未満

受付時間／申請：午前８時30分～午後４時30分　受取：午前８時30分～午後５時

　　　　　※土日祝祭日、年末年始の休日は除く
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【成人式実行委員長　武内奨さんインタビュー】

①成人になった今の気持ち

　　正直、まだ実感はありません。しかし、社会から見ら

　れる目というものは変わってくると思います。自分の行

　動に責任を持ち、今何をするべきで何ができるかを考え

　られる社会人になりたいと思いました。

②今回の企画に込めた想いは？

　　実行委員の企画として写真スライドショーをやりまし

　た。これまで田上で出会った仲間・先生方などお世話に

　なった人たちに今一度感謝の気持ちを抱いて新成人とし

　て活躍して欲しいと思い企画しました。

③田上の良い点・悪い点

　・良い点　仲間を大切に思っていること。

　・悪い点　良いところだということをアピールできてい

　　　　　　ない。

④今の田上町についてひとことどうぞ！

　　自然、人・・・田上には良いところがたくさんあります。私自身、この地元を離れることになっ

　てしまいますが、田上町をよりよくするためにも外に出て学んだことを地元で活かせるようにして

　いきたいです。

　３月21日、20歳の門出を祝う、田上町成人式が町民体育

館で開催されました。「久しぶりー」「変わらないねー」な

どと近況を話し合ったり、思い出話に花が咲いていました。

　田上の成人式は、新成人で構成する実行委員が主催して

います。今年も実行委員長へインタビューを行いました。

実行委員長　武内さん（後列右から1番目）と
実行委員のみなさん

「久しぶりだね」

全員で記念撮影

１６１名が大人の仲間入り

しょう

第３０回赤塚梅まつりに参加しました

JA、ニューライフの商品を楽しみにしている
常連さんがいます

社会福祉協議会は布ぞうりが人気

和泉さん 小林さん

全国大会出場おめでとう

　３月15～16日、東京都板橋区の赤塚

梅まつりに参加しました。田上町から

は、ＪＡにいがた南蒲田上支店、ニュ

ーライフ21、社会福祉協議会が出店し、

町の特産品をＰＲしてきました。ＪＡ

はお米や加工品、ニューライフ21は団

子やおこわ、社会福祉協議会は障がい

者が作った布ぞうりや米粉クッキーな

どを販売し、会場を訪れた方から大変

好評でした。

第15回　全国中学生軟式野球大会

　和　泉　将　弥さん（本田上）

　小　林　拓　登さん（川船河）

　「今回の大会は県央地区の選抜チ

ームで出場します。この体験を中学

校の部活動に持ち帰り、田上中学校

野球部としても全国大会へ出場でき

るように頑張ります。」と意気込み

を語ってくれました。

まさ　　 や

たく　　 と
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【成人式実行委員長　武内奨さんインタビュー】

①成人になった今の気持ち
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③田上の良い点・悪い点

　・良い点　仲間を大切に思っていること。

　・悪い点　良いところだということをアピールできてい

　　　　　　ない。

④今の田上町についてひとことどうぞ！
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館で開催されました。「久しぶりー」「変わらないねー」な

どと近況を話し合ったり、思い出話に花が咲いていました。

　田上の成人式は、新成人で構成する実行委員が主催して

います。今年も実行委員長へインタビューを行いました。

実行委員長　武内さん（後列右から1番目）と
実行委員のみなさん

「久しぶりだね」

全員で記念撮影

１６１名が大人の仲間入り

しょう

第３０回赤塚梅まつりに参加しました

JA、ニューライフの商品を楽しみにしている
常連さんがいます

社会福祉協議会は布ぞうりが人気

和泉さん 小林さん

全国大会出場おめでとう

　３月15～16日、東京都板橋区の赤塚

梅まつりに参加しました。田上町から

は、ＪＡにいがた南蒲田上支店、ニュ
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子やおこわ、社会福祉協議会は障がい

者が作った布ぞうりや米粉クッキーな

どを販売し、会場を訪れた方から大変

好評でした。

第15回　全国中学生軟式野球大会

　和　泉　将　弥さん（本田上）

　小　林　拓　登さん（川船河）

　「今回の大会は県央地区の選抜チ
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カーテンの防炎加工（消防庁認可）

㈲早津インテリアセンター

水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱
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問い合わせ：役場産業振興課農林係　　57-6225

問い合わせ：役場産業振興課商工観光係　　57-6225

第23回 護摩堂山開き第23回 護摩堂山開き

～緑あふれる町に～　記念樹贈呈事業

対象・樹種 配布方法

第23回 護摩堂山開き
登山シーズンの開幕に合わせ、一年間の山の安全を祈願します。

「護摩壇」を炊いて、山伏が祈祷を行うほか、一般参加者によるご祈祷や田上町の特産品の販売も行い

ます。新緑の護摩堂山にぜひお越しください。

◇日時　４月29日（祝・火）

　　　　午前10時～出店販売開始（ふれあい広場）

　　　　山伏入山（登山道入口ゲート前）

　　　　午前10時30分～式典開始、

　　　　法要（山の安全祈願）（ふれあい広場）

　　　　※出店は午前10時から午後１時までです。

　　　　※法要終了後、護摩堂太鼓の演奏があります。

◇会場　護摩堂ふれあい広場

◇出店　●旅館組合・観光協会…山菜たけのこ汁

　　　　●旅館組合女将会………竹の子ごはん

　　　　●町商工会青年部………焼きそば

　　　　●町商工会女性部………コンニャク煮

　　　　●酒販売組合……………飲料

　　　　●社会福祉協議会………リサイクルポット

　　　　●新潟商事………………たこ焼き

　　　　※出店は予定です。

町では緑を愛する町民の幸せを祈り、また全家庭植樹の推進を図るため下記に該当する方へ記念樹を

贈呈します。

※配布時期に田上町に住所がある必要があります。

年２回（春・秋）配布を行って

います。（新築については秋の

み配布）時期になりましたら、

対象の方へ役場よりお知らせの

ハガキを送付します。

　　　　　樹　　　　　　　種

さざんか

越の梅

　　対　　　象

お子様の誕生のとき

結婚のとき

住居を新築したとき

ごみ・資源物の持ち去りが発生しています！ごみ・資源物の持ち去りが発生しています！

問い合わせ：役場町民課住民係　57-6115
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【持ち去り行為の横行】
　近頃、ごみ・資源物の持ち去りが発生しています。

　ごみ・資源物の持ち去りは、町民の皆さまの分別収集に

対する信頼が低下するだけでなく、地域社会における持ち

去り行為者への不安を招きます。

【町の持ち去り行為への対策】
持ち去り行為が発生している状況を踏まえ、持ち去り

行為者と収集作業員が区別できるように、４月より収

集作業員がベストを着用し、収集にあたっています。

また、収集車両にはステッカーを貼り付け回収に回っ

ています。

作業員はベストを
着用しています

キンモクセイ、あじさい、ハクモクレン、

ハナミズキ、さくら、むくげ

旬のたけのこいっぱい
山菜たけのこ汁200杯サービス!
旬のたけのこいっぱい
山菜たけのこ汁200杯サービス!

林
野
火
災
を
防
ご
う
！

通
行
止
め
解
除

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
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問い合わせ：役場産業振興課農林係　　57-6225

問い合わせ：役場産業振興課商工観光係　　57-6225

第23回 護摩堂山開き第23回 護摩堂山開き

～緑あふれる町に～　記念樹贈呈事業

対象・樹種 配布方法

第23回 護摩堂山開き
登山シーズンの開幕に合わせ、一年間の山の安全を祈願します。

「護摩壇」を炊いて、山伏が祈祷を行うほか、一般参加者によるご祈祷や田上町の特産品の販売も行い

ます。新緑の護摩堂山にぜひお越しください。

◇日時　４月29日（祝・火）

　　　　午前10時～出店販売開始（ふれあい広場）

　　　　山伏入山（登山道入口ゲート前）

　　　　午前10時30分～式典開始、

　　　　法要（山の安全祈願）（ふれあい広場）

　　　　※出店は午前10時から午後１時までです。

　　　　※法要終了後、護摩堂太鼓の演奏があります。

◇会場　護摩堂ふれあい広場

◇出店　●旅館組合・観光協会…山菜たけのこ汁

　　　　●旅館組合女将会………竹の子ごはん

　　　　●町商工会青年部………焼きそば

　　　　●町商工会女性部………コンニャク煮

　　　　●酒販売組合……………飲料

　　　　●社会福祉協議会………リサイクルポット

　　　　●新潟商事………………たこ焼き

　　　　※出店は予定です。

町では緑を愛する町民の幸せを祈り、また全家庭植樹の推進を図るため下記に該当する方へ記念樹を

贈呈します。

※配布時期に田上町に住所がある必要があります。

年２回（春・秋）配布を行って

います。（新築については秋の

み配布）時期になりましたら、

対象の方へ役場よりお知らせの

ハガキを送付します。
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住居を新築したとき

ごみ・資源物の持ち去りが発生しています！ごみ・資源物の持ち去りが発生しています！

問い合わせ：役場町民課住民係　57-6115
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合
わ
せ

　
信
濃
川
下
流
河
川
事
務
所

　
占
用
調
整
課

　☎
０
２
５
―
２
６
６
―
７
１
３
５

 

【持ち去り行為の横行】
　近頃、ごみ・資源物の持ち去りが発生しています。

　ごみ・資源物の持ち去りは、町民の皆さまの分別収集に

対する信頼が低下するだけでなく、地域社会における持ち

去り行為者への不安を招きます。

【町の持ち去り行為への対策】
持ち去り行為が発生している状況を踏まえ、持ち去り

行為者と収集作業員が区別できるように、４月より収

集作業員がベストを着用し、収集にあたっています。

また、収集車両にはステッカーを貼り付け回収に回っ

ています。

作業員はベストを
着用しています

キンモクセイ、あじさい、ハクモクレン、

ハナミズキ、さくら、むくげ

旬のたけのこいっぱい
山菜たけのこ汁200杯サービス!
旬のたけのこいっぱい
山菜たけのこ汁200杯サービス!

林
野
火
災
を
防
ご
う
！

通
行
止
め
解
除

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

16広報  たがみまち 「　　　      」 4月号  ●17 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 4月号



有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

《入居料金改定しました》
① 入居料金　115,000円⇒89,000円

② 介護保険の一割（介護度による）

③ その他、介護用品使用料等

①＋②＋③が毎月の利用料金となります

連絡先：田上町大字保明新田字中浦806-1
　　　　　 TEL：47-1211　　FAX：47-1311

問い合わせ：役場地域整備課施設整備係　　57-6223

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.072 

0.074 

0.078 

0.080 

0.086 

0.086 

0.082 

0.080 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 晴れ13時10分～

測定日時
3月17日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

 
 

 
   

ハーモニー  
 

 

 

 

070-5592-6564(樋宮
ひのみや

) 

予約・問い合わせ先：田上町田上丙 1488-1 

       

お手伝いしてくださる方 

（子ども連れ可）も募集中。 

 

預かり保育・一時預かりします（要予約） 

　昨年の７月から始まった、本コラムも早いもので、第

11回目を迎えることになりました。今年度も引き続きよ

ろしくお願いします。

　さて、今月のテーマは、平成26年度分の税金として最

初に送付する固定資産税と密接な関係のある不動産（土

地・家屋）と税金についてです。

　人生で不動産の名義を変更することは、マイホームの

取得や自宅敷地の拡張に伴う宅地の購入、相続や贈与な

ど様々なケースがあると思いますが、正直、それほど機

会が多くないと思います。

　名義を変更する、購入するなど不動産を取得した際に

かかる税金として、まず、最初に納付するのが法務局に

登記する際にかかる登録免許税です。これは、「国税」

となります。次に課税されるのは地方税である「不動産

取得税」と「固定資産税」です。ちなみに「不動産取得

税」は県税、「固定資産税」は市町村税となります。これ

以外にも、相続した場合や贈与を受けた場合には国税の

相続税や贈与税、不動産を売却したときは譲渡所得税等

がかかる場合もあります。また、これ以外にも町県民税

（住民税）や国民健康保険税、各種の保険料や負担金、

補助金額が変更となるなど、不動産の名義変更には、そ

の名義が変わった後に非常に多くの税金や各種の料金等

の金額に影響してきます。

　よく、役場町民課へ寄せられる相談で、「所有してい

る不動産の名義を変えたいがどのくらい税金がかかるの

か」「贈与したら税金はどうなるのか」「手数料はどのくら

いかかるのか」など様々なものがあります。

　ただ、個別の相談ケースは内容が様々で、一概にこの

様になるとの答えが出ないのが正直なところです。相談

される方は、自身のケースはどのようになるのか、お手

数でも関係する行政機関に問い合わせをしていただき、

場合によっては専門家のアドバイスを得るなどして、慎

重の上にも慎重を重ねて、納得されてから名義を変更さ

れるようお願いします。

※お読みいただいた後、感想をお寄せいただくと今後の

　参考となりますので、よろしくお願いします。

※確定申告書の提出・作成については、皆さまよりご協

　力いただきありがとうございました。来年度の申告時

　に慌てないよう、領収書の整理や帳簿の記帳をよろし

　くお願いします。

▼問い合わせ　役場町民課税務係　57―6115

蔵善

▽
試
験
日
　
７
月
15
日
（
火
）

▽
試
験
会
場
　
長
岡
市

▽
受
付
期
間
　
５
月
19
日
（
月
）
～

　
26
日
（
月
）

※
受
験
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
９
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植
樹
祭
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が

各
会
場
で
開
か
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
「
新
潟
県
　
植
樹
祭
」
で

検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
　
６
月
１
日
（
日
）

・
千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森
「
緑
の

　
広
場
」
午
前
９
時
～
午
後
３
時

・
ア
オ
ー
レ
長
岡
　
午
前
10
時
～
午

　
後
４
時

・
長
岡
市
陽
光
台
（
記
念
樹
植
樹
会

　
場
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
問
い
合
わ
せ

　
第
65
回
全
国
植
樹
祭
新
潟
県
実
行

　
委
員
会
事
務
局

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
２
１
９

里山の四季を生かした保育，季節の

手仕事，リトミック，親子クラフト，イベントなど

しています。親子で遊びにいらしてください。

ともに育つ 親子交流スペース

※1人につき1回まで
　 6月末まで有効
〒９５９－１５１２

田上町羽生田１３１－１

TEL/FAX／0256-57-3930

facebook／http://www.facebook.com/aRsalon

こちらの広報お持ちの方

２月に美容室オープンしました！

調
理
師
試
験
実
施

全

　国

　植

　樹

　祭
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《入居料金改定しました》
① 入居料金　115,000円⇒89,000円

② 介護保険の一割（介護度による）

③ その他、介護用品使用料等

①＋②＋③が毎月の利用料金となります

連絡先：田上町大字保明新田字中浦806-1
　　　　　 TEL：47-1211　　FAX：47-1311

問い合わせ：役場地域整備課施設整備係　　57-6223

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222
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0.080 
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0.086 

0.082 

0.080 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 晴れ13時10分～

測定日時
3月17日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

 
 

 
   

ハーモニー  
 

 

 

 

070-5592-6564(樋宮
ひのみや

) 

予約・問い合わせ先：田上町田上丙 1488-1 

       

お手伝いしてくださる方 

（子ども連れ可）も募集中。 

 

預かり保育・一時預かりします（要予約） 

　昨年の７月から始まった、本コラムも早いもので、第

11回目を迎えることになりました。今年度も引き続きよ

ろしくお願いします。

　さて、今月のテーマは、平成26年度分の税金として最

初に送付する固定資産税と密接な関係のある不動産（土

地・家屋）と税金についてです。

　人生で不動産の名義を変更することは、マイホームの

取得や自宅敷地の拡張に伴う宅地の購入、相続や贈与な

ど様々なケースがあると思いますが、正直、それほど機

会が多くないと思います。

　名義を変更する、購入するなど不動産を取得した際に

かかる税金として、まず、最初に納付するのが法務局に

登記する際にかかる登録免許税です。これは、「国税」

となります。次に課税されるのは地方税である「不動産

取得税」と「固定資産税」です。ちなみに「不動産取得

税」は県税、「固定資産税」は市町村税となります。これ

以外にも、相続した場合や贈与を受けた場合には国税の

相続税や贈与税、不動産を売却したときは譲渡所得税等

がかかる場合もあります。また、これ以外にも町県民税

（住民税）や国民健康保険税、各種の保険料や負担金、

補助金額が変更となるなど、不動産の名義変更には、そ

の名義が変わった後に非常に多くの税金や各種の料金等

の金額に影響してきます。

　よく、役場町民課へ寄せられる相談で、「所有してい

る不動産の名義を変えたいがどのくらい税金がかかるの

か」「贈与したら税金はどうなるのか」「手数料はどのくら

いかかるのか」など様々なものがあります。

　ただ、個別の相談ケースは内容が様々で、一概にこの

様になるとの答えが出ないのが正直なところです。相談

される方は、自身のケースはどのようになるのか、お手

数でも関係する行政機関に問い合わせをしていただき、

場合によっては専門家のアドバイスを得るなどして、慎

重の上にも慎重を重ねて、納得されてから名義を変更さ

れるようお願いします。

※お読みいただいた後、感想をお寄せいただくと今後の

　参考となりますので、よろしくお願いします。

※確定申告書の提出・作成については、皆さまよりご協

　力いただきありがとうございました。来年度の申告時

　に慌てないよう、領収書の整理や帳簿の記帳をよろし

　くお願いします。

▼問い合わせ　役場町民課税務係　57―6115
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里山の四季を生かした保育，季節の

手仕事，リトミック，親子クラフト，イベントなど

しています。親子で遊びにいらしてください。

ともに育つ 親子交流スペース

※1人につき1回まで
　 6月末まで有効
〒９５９－１５１２

田上町羽生田１３１－１

TEL/FAX／0256-57-3930

facebook／http://www.facebook.com/aRsalon

こちらの広報お持ちの方

２月に美容室オープンしました！
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問い合わせ：役場町民課保険係　57-6115

◆第1号被保険者

◆第2号被保険者

◆第3号被保険者

こんなときは届け出を！こんなときは届け出を！

加入の仕方は3種類。サラリーマンも学生もみんな国民年金の加入者です。

国民年金保険料の納付は、便利な口座振替をおすすめします。

口座振替の手続きは通帳・金融機関届出印をお持ちの上、金融機関または三条年金事務所で。

問い合わせ：三条年金事務所　32-2239、役場町民課保険係　57－6115

　
国
民
年
金
は
20
歳
に
な
っ
た
ら
学

生
・
社
会
人
を
問
わ
ず
全
員
が
加
入

す
る
制
度
で
、
60
歳
ま
で
の
40
年
間

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が

あ
る
と
、
も
し
も
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
る
ば
か
り
か
、
老

後
の
支
え
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
が

減
額
さ
れ
ま
す
。
未
納
期
間
が
多
く

保
険
料
の
納
付
要
件
を
満
た
さ
な
け

れ
ば
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、

老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
も

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
年
金
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
ら
れ

ず
、
ま
だ
先
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機
会
に
自

分
自
身
の
将
来
を
考
え
て
、
20
歳
に

な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
入
が
困
難
な
場
合

は
「
学
生
納
付
特
例
」
、
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
や
「
申
請
免
除
」

と
い
っ
た
保
険
料
の
免
除
制
度
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
す
で
に
厚
生
年
金
・
共
済

組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
勤

務
先
の
事
業
主
が
年
金
制
度
へ
の
加

入
手
続
き
等
を
行
う
た
め
、
自
分
で

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

20歳になった方へ

お済みですか？お済みですか？お済みですか？

第２号被保険者

会社員や公務員で厚生年金または
共済年金に加入している方

第１号被保険者

国内に住む20歳以上60歳未満の農
業、自営業などの方、学生など

　これまでは70歳から74歳の窓口での負担割合は法律上2割となっていましたが、特

例措置により１割に軽減されていました。

　平成26年4月からは下記のとおりに変更されています。

　なお、毎月の自己負担限度額についてはこれまでどおり変更ありません。

・一　般

・低所得
（住民税非課税世帯等）

平成26年４月１日まで
に70歳になった人
（昭和19年４月１日までに生まれ
た人）

１割のまま
ただし、保険証には

２割（75歳到達まで
特例措置により1割）
と記載されています

現役並み所得者

70歳の誕生日を迎えた翌月から（1日生まれの人はその月から）適用されます

※所得区分とは

現役並み所得者

一　　　　　般

低　所　得　者

70歳以上の国民健康保険被保険者（以下「高齢者」といいます）に、

現役並みの所得（住民税の課税所得が145万円以上）がある方が１人

でもいる世帯に属する人

ただし、高齢者の収入が一定額未満（高齢者１人の場合：年収383万

円、２人以上の場合：合計の年収が520万円未満）である旨の申請が

あった場合を除きます。

国民健康保険に加入の７０歳から７４歳の方へ
医療機関窓口での負担割合のお知らせ

会社や役所に就職したとき

住所・氏名が変わったとき

勤務先

市町村役場

年金手帳

年金手帳

第３号被保険者

届け出先こんなとき 必要なもの

会社や役所に就職したとき 勤務先 年金手帳

届け出先こんなとき 必要なもの

第２号被保険者の被扶養配偶者で、
20歳以上60歳未満の方

届け出先

市町村役場

配偶者の勤務先 年金手帳

こんなとき

60歳になる前に会社や役所を退職
したとき

年金手帳、資格喪失証明書・離職
証明など退職の証明ができるもの

必要なもの

会社を退職し、会社員の配偶者の
扶養になるとき

市町村役場
第３号被保険者が配偶者の扶養か
らはずれたとき（収入増・離婚など） 年金手帳、資格喪失証明書

対　象　者

平成26年４月２日以降
に新たに70歳になる人
（昭和19年４月２日以降に生まれ
た人）

所得区分（※） 負担区分

３割

２割

住民税非課税世帯に属する人

同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税課税の人（上位所得

者または現役並み所得者以外の人）
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有
料
広
告

有
料
広
告

問い合わせ：役場町民課保険係　57-6115

◆第1号被保険者

◆第2号被保険者

◆第3号被保険者

こんなときは届け出を！こんなときは届け出を！

加入の仕方は3種類。サラリーマンも学生もみんな国民年金の加入者です。

国民年金保険料の納付は、便利な口座振替をおすすめします。

口座振替の手続きは通帳・金融機関届出印をお持ちの上、金融機関または三条年金事務所で。

問い合わせ：三条年金事務所　32-2239、役場町民課保険係　57－6115

　
国
民
年
金
は
20
歳
に
な
っ
た
ら
学

生
・
社
会
人
を
問
わ
ず
全
員
が
加
入

す
る
制
度
で
、
60
歳
ま
で
の
40
年
間

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が

あ
る
と
、
も
し
も
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
る
ば
か
り
か
、
老

後
の
支
え
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
が

減
額
さ
れ
ま
す
。
未
納
期
間
が
多
く

保
険
料
の
納
付
要
件
を
満
た
さ
な
け

れ
ば
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、

老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
も

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
年
金
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
ら
れ

ず
、
ま
だ
先
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機
会
に
自

分
自
身
の
将
来
を
考
え
て
、
20
歳
に

な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
入
が
困
難
な
場
合

は
「
学
生
納
付
特
例
」
、
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
や
「
申
請
免
除
」

と
い
っ
た
保
険
料
の
免
除
制
度
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
す
で
に
厚
生
年
金
・
共
済

組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
勤

務
先
の
事
業
主
が
年
金
制
度
へ
の
加

入
手
続
き
等
を
行
う
た
め
、
自
分
で

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

20歳になった方へ

お済みですか？お済みですか？お済みですか？

第２号被保険者

会社員や公務員で厚生年金または
共済年金に加入している方

第１号被保険者

国内に住む20歳以上60歳未満の農
業、自営業などの方、学生など

　これまでは70歳から74歳の窓口での負担割合は法律上2割となっていましたが、特

例措置により１割に軽減されていました。

　平成26年4月からは下記のとおりに変更されています。

　なお、毎月の自己負担限度額についてはこれまでどおり変更ありません。

・一　般

・低所得
（住民税非課税世帯等）

平成26年４月１日まで
に70歳になった人
（昭和19年４月１日までに生まれ
た人）

１割のまま
ただし、保険証には

２割（75歳到達まで
特例措置により1割）
と記載されています

現役並み所得者

70歳の誕生日を迎えた翌月から（1日生まれの人はその月から）適用されます

※所得区分とは

現役並み所得者

一　　　　　般

低　所　得　者

70歳以上の国民健康保険被保険者（以下「高齢者」といいます）に、

現役並みの所得（住民税の課税所得が145万円以上）がある方が１人

でもいる世帯に属する人

ただし、高齢者の収入が一定額未満（高齢者１人の場合：年収383万

円、２人以上の場合：合計の年収が520万円未満）である旨の申請が

あった場合を除きます。

国民健康保険に加入の７０歳から７４歳の方へ
医療機関窓口での負担割合のお知らせ

会社や役所に就職したとき

住所・氏名が変わったとき

勤務先

市町村役場

年金手帳

年金手帳

第３号被保険者

届け出先こんなとき 必要なもの

会社や役所に就職したとき 勤務先 年金手帳

届け出先こんなとき 必要なもの

第２号被保険者の被扶養配偶者で、
20歳以上60歳未満の方

届け出先

市町村役場

配偶者の勤務先 年金手帳

こんなとき

60歳になる前に会社や役所を退職
したとき

年金手帳、資格喪失証明書・離職
証明など退職の証明ができるもの

必要なもの

会社を退職し、会社員の配偶者の
扶養になるとき

市町村役場
第３号被保険者が配偶者の扶養か
らはずれたとき（収入増・離婚など） 年金手帳、資格喪失証明書

対　象　者

平成26年４月２日以降
に新たに70歳になる人
（昭和19年４月２日以降に生まれ
た人）

所得区分（※） 負担区分

３割

２割

住民税非課税世帯に属する人

同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税課税の人（上位所得

者または現役並み所得者以外の人）
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問い合わせ：町包括支援センター　57-6220

問い合わせ：役場産業振興課商工観光係　57-6225

　今月号は、「認知症を抱える家族の集い」について紹介します。

　田上町では、認知症の人の家族を対象に情報交換や意見交換のため、家族の集いを年６回

開催しています。介護を始めたばかりの方から介護経験の長い方までお集まりいただき、介

護の悩みや疑問点、接し方の工夫など情報交換することで、介護のヒントを見つけませんか。

　高齢者と共に増えてきた認知症。家族の認知症の症状に困っていませんか。介護経験者か

ら認知症についてじっくり学び、同じ悩みを持つ仲間と自由に話し合える場に参加しません

か。話をすることで随分楽になることも多いようです。介護は一人で抱え込まないことが大

切です。家族の集いで仲間を作りましょう。

５月２９日（木）午後１時３０分～

７月２４日（木）午後１時３０分～

９月２５日（木）午後１時３０分～

１１月２７日（木）午後１時３０分～

１月２２日（木）午後１時３０分～

３月２６日（木）午後１時３０分～

※予約不要、当日会場にお越しください。※送迎を希望の方は送迎します。

５月１日より、椿寿荘、ＹＯＵ・遊ランドの利用料金が変更されます。ご理解いただきますようお願いします。

～参加された方の声～

我が家だけかと思っていたけど、よその家も同じと

分かってほっとしました。

日々の対応やサービスの使い方について、

アドバイスをもらえるので勉強になる。

平成２６年度「認知症を抱える家族の集い」開催予定

日　　　　　　　時 会　　　場 講　師

保健福祉センター

〃

〃

〃

〃

〃

七里医師

須田医師

⑰

　
固
定
資
産
税
を
理
解
し
、
信
頼
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
必
要
な
情
報
を

で
き
る
限
り
開
示
す
る
制
度
で
す
。

◇
縦
覧
内
容

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
地

　
番
、地
目
、地
積
、価
格
を
記
載
）

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

　
家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、

　
価
格
を
記
載
）

◇
縦
覧
期
間

　
４
月
30
日
（
水
）
ま
で

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

◇
縦
覧
場
所

　
役
場
町
民
課
税
務
係
（
１
階
）

◇
縦
覧
で
き
る
方

・
資
産
の
所
有
者
と
そ
の
同
居
親
族

・
納
税
管
理
人
、
代
理
人

※
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
縦
覧
で

　
き
ま
せ
ん
。

◇
手
数
料

　
無
料（
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
不
可
）

◇
縦
覧
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
代
理
人
の
場
合
は
、
所
有
者
の
委

　
任
状

・
運
転
免
許
証
な
ど
、
窓
口
に
来
た

　
方
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

　
き
る
も
の

　
納
税
義
務
者
の
方
は
自
分
の
資
産
、

賃
借
人
等
の
方
は
使
用
ま
た
は
収
益

の
対
象
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
課

税
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

◇
閲
覧
内
容

　
固
定
資
産
課
税
台
帳

◇
閲
覧
期
間
（
通
年
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

◇
閲
覧
場
所

　
役
場
町
民
課
税
務
係
（
１
階
）

◇
閲
覧
で
き
る
方

・
資
産
の
所
有
者
と
そ
の
同
居
親
族

・
納
税
管
理
人
、
代
理
人

・
借
地
人
、
借
家
人

◇
手
数
料

　
１
枚
に
つ
き
３
０
０
円

※
４
月
30
日
ま
で
は
無
料
。

◇
閲
覧
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
代
理
人
の
場
合
は
、
所
有
者
の
委

　
任
状

・
借
地
人
、
借
家
人
の
場
合
は
、
賃

　
貸
借
契
約
書
等

・
運
転
免
許
証
な
ど
、
窓
口
に
来
た

　
方
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

　
き
る
も
の

平成26年度の固定資産税を算定するもとになる土地と家屋の内容が記載された、「土地・家屋価格等

縦覧帳簿」の縦覧と、「固定資産税課税台帳」の閲覧ができます。

固定資産固定資産

「帳簿の縦覧」「課税台帳の閲覧」ができます「帳簿の縦覧」「課税台帳の閲覧」ができます

　
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
す
る
と
、
固
定
資
産
税
（
町
税
）
と
不
動
産
取

得
税
（
県
税
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
そ
れ
ら
の
課
税
の
た
め
に
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
町

職
員
が
該
当
す
る
家
屋
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
建
築
確
認
申
請
が
不
要
な
場
合
で
も
調
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

①
未
登
記
家
屋
を
売
買
等
に
よ
り
名
義
変
更
す
る
場
合

→
『
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
』

②
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場
合

→
『
家
屋
滅
失
届
』

※
翌
年
度
か
ら
の
課
税
台
帳
か
ら
削
除
し
ま
す
。

※
未
届
け
の
場
合
は
、
変
更
前
の
内
容
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
届
け
出
の
な
い
家
屋
を
確
認
し
た
場
合
は
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
税
額

　
で
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
！

　
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
相
続
人
が
納
税
義
務
を
受

け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
相
続
人
が
複
数
の
場
合
は
、
相
続
人
全
員
の
共

有
財
産
と
し
て
相
続
人
が
連
携
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
相
続
人
の
代
表
者
が
決
ま
っ
た
場
合
は
、
『
相
続
人
代
表
者
指
定
届
』
を

早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が

　　　　　　　　　　　　亡
く
な
っ
た
と
き
は
…

問
い
合
わ
せ

　
　
　役
場
町
民
課
税
務
係

　☎
57
―
６
１
１
５

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
価
格
等
の
縦
覧

利用料金変更のお知らせ

300円

500円

300円

500円

1,100円

2,300円

300円

500円

100円

500円

対　　　象

中学生以下

大　　　人

中学生以下

大　　　人

中学生以下

大　　　人

中学生以下

大　　　人

昼

夜

夜

日帰り1人

宿泊1人1泊

日帰り1人

和　　室

ホール・食堂

厨房のみ

テントサイト1区画

1人当たり

利用料金　 区　分 　　　　区　　　　　　　　　分

管 理 棟

幕営施設

高校生以上
400円

　　 利　用　料　金

200円

夜間全館
使用時間に
2,000円を乗
じて得た額
に使用人数
に150円を乗
じた額を加
算した額

昼間１室
につき、
1,500円

椿寿荘

使　用

入　館

小中学生
300円

300円

個人

団体

団体

椿寿荘 ＹＯＵ・遊ランド
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問い合わせ：町包括支援センター　57-6220

問い合わせ：役場産業振興課商工観光係　57-6225

　今月号は、「認知症を抱える家族の集い」について紹介します。

　田上町では、認知症の人の家族を対象に情報交換や意見交換のため、家族の集いを年６回

開催しています。介護を始めたばかりの方から介護経験の長い方までお集まりいただき、介

護の悩みや疑問点、接し方の工夫など情報交換することで、介護のヒントを見つけませんか。

　高齢者と共に増えてきた認知症。家族の認知症の症状に困っていませんか。介護経験者か

ら認知症についてじっくり学び、同じ悩みを持つ仲間と自由に話し合える場に参加しません

か。話をすることで随分楽になることも多いようです。介護は一人で抱え込まないことが大

切です。家族の集いで仲間を作りましょう。

５月２９日（木）午後１時３０分～

７月２４日（木）午後１時３０分～

９月２５日（木）午後１時３０分～

１１月２７日（木）午後１時３０分～

１月２２日（木）午後１時３０分～

３月２６日（木）午後１時３０分～

※予約不要、当日会場にお越しください。※送迎を希望の方は送迎します。

５月１日より、椿寿荘、ＹＯＵ・遊ランドの利用料金が変更されます。ご理解いただきますようお願いします。

～参加された方の声～

我が家だけかと思っていたけど、よその家も同じと

分かってほっとしました。

日々の対応やサービスの使い方について、

アドバイスをもらえるので勉強になる。

平成２６年度「認知症を抱える家族の集い」開催予定

日　　　　　　　時 会　　　場 講　師

保健福祉センター

〃

〃

〃

〃

〃

七里医師

須田医師

⑰

　
固
定
資
産
税
を
理
解
し
、
信
頼
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
必
要
な
情
報
を

で
き
る
限
り
開
示
す
る
制
度
で
す
。

◇
縦
覧
内
容

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
地

　
番
、地
目
、地
積
、価
格
を
記
載
）

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

　
家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、

　
価
格
を
記
載
）

◇
縦
覧
期
間

　
４
月
30
日
（
水
）
ま
で

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

◇
縦
覧
場
所

　
役
場
町
民
課
税
務
係
（
１
階
）

◇
縦
覧
で
き
る
方

・
資
産
の
所
有
者
と
そ
の
同
居
親
族

・
納
税
管
理
人
、
代
理
人

※
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
縦
覧
で

　
き
ま
せ
ん
。

◇
手
数
料

　
無
料（
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
不
可
）

◇
縦
覧
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
代
理
人
の
場
合
は
、
所
有
者
の
委

　
任
状

・
運
転
免
許
証
な
ど
、
窓
口
に
来
た

　
方
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

　
き
る
も
の

　
納
税
義
務
者
の
方
は
自
分
の
資
産
、

賃
借
人
等
の
方
は
使
用
ま
た
は
収
益

の
対
象
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
課

税
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

◇
閲
覧
内
容

　
固
定
資
産
課
税
台
帳

◇
閲
覧
期
間
（
通
年
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

◇
閲
覧
場
所

　
役
場
町
民
課
税
務
係
（
１
階
）

◇
閲
覧
で
き
る
方

・
資
産
の
所
有
者
と
そ
の
同
居
親
族

・
納
税
管
理
人
、
代
理
人

・
借
地
人
、
借
家
人

◇
手
数
料

　
１
枚
に
つ
き
３
０
０
円

※
４
月
30
日
ま
で
は
無
料
。

◇
閲
覧
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
代
理
人
の
場
合
は
、
所
有
者
の
委

　
任
状

・
借
地
人
、
借
家
人
の
場
合
は
、
賃

　
貸
借
契
約
書
等

・
運
転
免
許
証
な
ど
、
窓
口
に
来
た

　
方
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

　
き
る
も
の

平成26年度の固定資産税を算定するもとになる土地と家屋の内容が記載された、「土地・家屋価格等

縦覧帳簿」の縦覧と、「固定資産税課税台帳」の閲覧ができます。

固定資産固定資産

「帳簿の縦覧」「課税台帳の閲覧」ができます「帳簿の縦覧」「課税台帳の閲覧」ができます

　
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
す
る
と
、
固
定
資
産
税
（
町
税
）
と
不
動
産
取

得
税
（
県
税
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
そ
れ
ら
の
課
税
の
た
め
に
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
町

職
員
が
該
当
す
る
家
屋
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
建
築
確
認
申
請
が
不
要
な
場
合
で
も
調
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

①
未
登
記
家
屋
を
売
買
等
に
よ
り
名
義
変
更
す
る
場
合

→
『
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
』

②
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場
合

→
『
家
屋
滅
失
届
』

※
翌
年
度
か
ら
の
課
税
台
帳
か
ら
削
除
し
ま
す
。

※
未
届
け
の
場
合
は
、
変
更
前
の
内
容
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
届
け
出
の
な
い
家
屋
を
確
認
し
た
場
合
は
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
税
額

　
で
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
！

　
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
相
続
人
が
納
税
義
務
を
受

け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
相
続
人
が
複
数
の
場
合
は
、
相
続
人
全
員
の
共

有
財
産
と
し
て
相
続
人
が
連
携
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
相
続
人
の
代
表
者
が
決
ま
っ
た
場
合
は
、
『
相
続
人
代
表
者
指
定
届
』
を

早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が

　　　　　　　　　　　　亡
く
な
っ
た
と
き
は
…

問
い
合
わ
せ

　
　
　役
場
町
民
課
税
務
係

　☎
57
―
６
１
１
５

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
価
格
等
の
縦
覧

利用料金変更のお知らせ

300円

500円

300円

500円

1,100円

2,300円

300円

500円

100円

500円

対　　　象

中学生以下

大　　　人

中学生以下

大　　　人

中学生以下

大　　　人

中学生以下

大　　　人

昼

夜

夜

日帰り1人

宿泊1人1泊

日帰り1人

和　　室

ホール・食堂

厨房のみ

テントサイト1区画

1人当たり

利用料金　 区　分 　　　　区　　　　　　　　　分

管 理 棟

幕営施設

高校生以上
400円

　　 利　用　料　金

200円

夜間全館
使用時間に
2,000円を乗
じて得た額
に使用人数
に150円を乗
じた額を加
算した額

昼間１室
につき、
1,500円

椿寿荘

使　用

入　館

小中学生
300円

300円

個人

団体

団体

椿寿荘 ＹＯＵ・遊ランド

22広報  たがみまち 「　　　      」 4月号  ●23 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 4月号



問い合わせ：役場地域整備課施設整備係　57-6223

田上町住宅リフォーム事業補助金のご案内

24広報  たがみまち 「　　　      」 4月号  ●25 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 4月号



問い合わせ：役場地域整備課施設整備係　57-6223

田上町住宅リフォーム事業補助金のご案内

24広報  たがみまち 「　　　      」 4月号  ●25 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 4月号



　
３
月
24
日
に
３
月
議
会
定
例
会
が

閉
会
し
、
「
満
足
度
の
高
い
ま
ち
づ

く
り
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
　

　
一
般
会
計
は
44
億
円
、
特
別
会
計

は
35
億
円
で
、
総
額
79
億
円
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
比
で
７

・
６
％
の
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た

が
、
昨
年
度
完
了
し
た
羽
生
田
浄
水

場
建
設
や
五
明
寺
ト
ン
ネ
ル
改
修
工

事
な
ど
の
大
規
模
工
事
を
除
く
と
実

質
的
に
は
前
年
比
並
み
の
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
重

点
を
置
き
、
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
ソ
フ
ト
事
業
に
も
力

を
入
れ
、
「
満
足
度
の
高
い
ま
ち
づ

く
り
」
「
町
民
が
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
ハ
ー
ド
事
業
は
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
「
第
５
次
総
合
計
画
」「
ま

ち
づ
く
り
財
政
計
画
」
に
沿
っ
て
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。
懸
案
事
業
で

あ
る
（
仮
）「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
は
、
当
初
、
平
成
28
年
度
に

は
設
計
段
階
に
入
る
予
定
で
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
の
影
響

と
公
共
事
業
重
視
に
よ
る
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
で
、
全
国
的
に
工
事
が
増

え
、
資
材
高
騰
や
専
門
技
術
者
の
人

材
不
足
に
よ
り
予
算
規
模
や
建
設
予

定
年
度
の
再
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
将
来
の
町
の
人
口
推
移
や
各

施
設
の
活
用
状
況
を
分
析
し
な
が
ら
、
農

産
物
の
直
売
所
な
ど
道
の
駅
の
様
な
施
設

と
の
併
設
も
検
討
し
な
が
ら
、
交
流
人
口

の
増
加
を
目
指
し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町

の
広
場
に
し
て
い
く
構
想
を
持
っ
て
い
ま

す
。
建
設
時
期
は
現
在
未
定
で
す
が
、
４

０
３
号
バ
イ
パ
ス
の
完
成
ま
で
に
建
設
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
運
動
広

場
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

構
想
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
問
題
は
広
場

の
面
積
と
行
事
の
際
の
駐
車
場
と
し
て
の

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
で
す
。
こ
の
問
題
の
解

決
に
は
、
土
地
の
拡
幅
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
構
想
と
し
て
は
、
原
ヶ
崎
一
帯
を
文

教
地
区
と
し
て
位
置
付
け
な
が
ら
、
サ
ッ

カ
ー
場
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
も
案
と
し

て
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
多
目
的
に
活
用

で
き
る
運
動
広
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
原
ヶ
崎
運
動
広
場
の
多
目

的
活
用
に
つ
い
て
は
今
後
、
本
格
的
に
運

動
公
園
の
構
想
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す

の
で
、
十
分
基
本
的
な
調
査
を
し
て
、
実

現
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
ハ
ー
ド
事
業
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
ソ
フ
ト
事
業
と
も
い
え
ま
す
。

「
た
ん
ぼ
ダ
ム
」
と
は
、
言
葉
ど
お
り
大

雨
の
際
に
「
た
ん
ぼ
」
に
雨
を
溜
め
る
こ

と
に
よ
り
、
「
た
ん
ぼ
」
を
一
時
的
に
ダ

ム
化
し
、
時
間
を
か
け
て
放
流
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
田
上
郷
土
地

改
良
区
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
実
施
す
る
事

業
で
す
。
こ
の
「
た
ん
ぼ
ダ
ム
」
の
効
果

は
大
雨
の
際
に
一
気
に
信
濃
川
等
に
流
さ

な
い
よ
う
、
横
場
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
稼

働
に
一
気
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
、
信

濃
川
か
ら
の
逆
流
の
防
止
も
か
ね
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
新
規
事
業
の
一
つ
で

あ
る
河
川
改
良
工
事
事
業
と
し
て
、
清
水

沢
川
流
域
遊
水
池
詳
細
設
計
業
務
を
実
施

し
ま
す
。
町
内
の
河
川
の
上
流
で
一
時
的

に
下
流
域
あ
る
い
は
住
宅
地
域
へ
の
増
水

を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
、
今
後
、
中
店
地

区
、
川
船
河
地
区
の
３
箇
所
に
設
置
す
る

計
画
で
す
。
増
水
時
に
国
道
４
０
３
号
バ

イ
パ
ス
あ
る
い
は
Ｊ
Ｒ
線
付
近
で
の
氾
濫

を
未
然
に
防
止
す
る
対
策
で
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
が
完
了
す
る
と
水
害
対
策
の
７
割

位
が
完
了
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
の
機
械
除
雪
に
要
す
る
主
な
経
費

は
５
千
万
円
を
超
え
る
予
算
で
す
。
ま

た
、
こ
れ
以
外
に
機
械
除
雪
の
困
難
地

域
で
の
消
雪
パ
イ
プ
の
修
繕
工
事
も
実

施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
雪
パ

イ
プ
の
井
戸
の
修
繕
だ
け
で
約
２
千
万

円
の
費
用
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
井
戸
の
修
繕
か
ら
地
下

水
の
量
の
調
整
、
消
雪
パ
イ
プ
の
布
設

替
等
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
原
則
的
に

は
新
し
い
消
雪
用
井
戸
は
掘
ら
な
い
と

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
機
械
除
雪
が
原

則
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
各
地
域
か
ら
消
雪
パ
イ
プ
の
設
置

の
要
望
が
毎
年
の
よ
う
に
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
住
宅
密
集
地
で
は
地
下
水
が
不

足
気
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
調
査
で
分
か
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
地
下
水
を
利
用
し
な
い
消
雪
の

方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
年
か
ら
ソ
フ
ト
事
業
に
シ
フ
ト
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
次
号
で
取
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　   32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　  57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

4/16～5/15

5
月

4
月

木17

金18
土19

日20

月21

火22
水23

木24

金25

土26
日27
月28

火29

水30

木1

金2

土3

日4

月5

火6

水7

木8

金9

土10
日11

月12

火13

水14

木15

水16

昭和の日 【休日診療当番医】　中村医院（加茂市五番町） ☎52-0095　　〈時間〉9：00～17：00

護摩堂山開き
献血

10：00～13：00
9：30～11：30、13：00～15：00

護摩堂ふれあい広場
保健福祉センター

胃がん検診
育児相談会
ストレッチ教室

7：30～10：00
9：00～11：30
10：00～

保健福祉センター
子育て支援センター
田上町公民館

湯っ多里館休館日
胃がん検診
母親学級（平成25年7～10月出産予定者）

7：30～10：00
受付9：10～、13：10～

保健福祉センター
保健福祉センター

補聴器相談（リオン）
トレッキング教室（川之下、一の滝～手取ヶ淵の滝）

10：00～10：30
9：00集合

役場
コミュニティセンター

【休日診療当番医】　吉田内科医院（加茂市柳町） ☎57-7511　　〈時間〉9：00～17：00

早朝ハイキング 6：30集合 護摩堂山頂

ストレッチ教室
スポーツ少年団入団式

10：00～
19：30～

田上町公民館
町民体育館

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

コミュニティセンター
役場

胃がん検診
乳児健診（平成25年12月生まれ）

7：30～10：00
12：50～13：20

コミュニティセンター
保健福祉センター

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

胃がん検診
元気はつらつ教室

7：30～10：00
13：30～15：30

保健福祉センター
保健福祉センター

憲法記念日
【休日診療当番医】　大谷内科医院（加茂市上町） ☎52-0236　　〈時間〉9：00～17：00

みどりの日
【休日診療当番医】　鷲塚内科医院（加茂市穀町） ☎52-2054　　〈時間〉9：00～17：00

こどもの日
【休日診療当番医】　田上診療所（山田） ☎57-5015　　〈時間〉9：00～17：00

振替休日
【休日診療当番医】　さくらクリニック（加茂市寿町） ☎52-9511　　〈時間〉9：00～17：00

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

胃がん検診
元気はつらつ教室

7：30～10：00
13：30～15：30

保健福祉センター
保健福祉センター

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

老人福祉センター
役場

育児相談会 9：00～11：30 子育て支援センター

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

胃がん検診 7：30～10：00 コミュニティセンター

ゆうゆう教室 9：30～ コミュニティセンター

【休日診療当番医】　わたなべ医院（加茂市栄町） ☎53-3850　　〈時間〉9：00～17：00

心と体の相談会 9：00～11：30 保健福祉センター

【休日診療当番医】　うすき医院（加茂市大郷町） ☎52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

胃がん検診 7：30～10：00 老人福祉センター

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その149）

総額７９億円の当初予算！
　　　　　　満足度の高いまちづくり

雪
　　対
　　策

水
害
対
策
と
し
て「
た
ん
ぼ
ダ
ム
」

原
ヶ
崎
運
動
広
場
整
備
事
業
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３
月
24
日
に
３
月
議
会
定
例
会
が

閉
会
し
、
「
満
足
度
の
高
い
ま
ち
づ

く
り
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
　

　
一
般
会
計
は
44
億
円
、
特
別
会
計

は
35
億
円
で
、
総
額
79
億
円
の
予
算

規
模
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
比
で
７

・
６
％
の
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た

が
、
昨
年
度
完
了
し
た
羽
生
田
浄
水

場
建
設
や
五
明
寺
ト
ン
ネ
ル
改
修
工

事
な
ど
の
大
規
模
工
事
を
除
く
と
実

質
的
に
は
前
年
比
並
み
の
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
重

点
を
置
き
、
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
ソ
フ
ト
事
業
に
も
力

を
入
れ
、
「
満
足
度
の
高
い
ま
ち
づ

く
り
」
「
町
民
が
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
ハ
ー
ド
事
業
は
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
「
第
５
次
総
合
計
画
」「
ま

ち
づ
く
り
財
政
計
画
」
に
沿
っ
て
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。
懸
案
事
業
で

あ
る
（
仮
）「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
は
、
当
初
、
平
成
28
年
度
に

は
設
計
段
階
に
入
る
予
定
で
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
の
影
響

と
公
共
事
業
重
視
に
よ
る
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
で
、
全
国
的
に
工
事
が
増

え
、
資
材
高
騰
や
専
門
技
術
者
の
人

材
不
足
に
よ
り
予
算
規
模
や
建
設
予

定
年
度
の
再
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
将
来
の
町
の
人
口
推
移
や
各

施
設
の
活
用
状
況
を
分
析
し
な
が
ら
、
農

産
物
の
直
売
所
な
ど
道
の
駅
の
様
な
施
設

と
の
併
設
も
検
討
し
な
が
ら
、
交
流
人
口

の
増
加
を
目
指
し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町

の
広
場
に
し
て
い
く
構
想
を
持
っ
て
い
ま

す
。
建
設
時
期
は
現
在
未
定
で
す
が
、
４

０
３
号
バ
イ
パ
ス
の
完
成
ま
で
に
建
設
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
運
動
広

場
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

構
想
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
問
題
は
広
場

の
面
積
と
行
事
の
際
の
駐
車
場
と
し
て
の

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
で
す
。
こ
の
問
題
の
解

決
に
は
、
土
地
の
拡
幅
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
構
想
と
し
て
は
、
原
ヶ
崎
一
帯
を
文

教
地
区
と
し
て
位
置
付
け
な
が
ら
、
サ
ッ

カ
ー
場
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
も
案
と
し

て
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
多
目
的
に
活
用

で
き
る
運
動
広
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
原
ヶ
崎
運
動
広
場
の
多
目

的
活
用
に
つ
い
て
は
今
後
、
本
格
的
に
運

動
公
園
の
構
想
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す

の
で
、
十
分
基
本
的
な
調
査
を
し
て
、
実

現
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
ハ
ー
ド
事
業
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
ソ
フ
ト
事
業
と
も
い
え
ま
す
。

「
た
ん
ぼ
ダ
ム
」
と
は
、
言
葉
ど
お
り
大

雨
の
際
に
「
た
ん
ぼ
」
に
雨
を
溜
め
る
こ

と
に
よ
り
、
「
た
ん
ぼ
」
を
一
時
的
に
ダ

ム
化
し
、
時
間
を
か
け
て
放
流
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
田
上
郷
土
地

改
良
区
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
実
施
す
る
事

業
で
す
。
こ
の
「
た
ん
ぼ
ダ
ム
」
の
効
果

は
大
雨
の
際
に
一
気
に
信
濃
川
等
に
流
さ

な
い
よ
う
、
横
場
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
稼

働
に
一
気
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
、
信

濃
川
か
ら
の
逆
流
の
防
止
も
か
ね
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
新
規
事
業
の
一
つ
で

あ
る
河
川
改
良
工
事
事
業
と
し
て
、
清
水

沢
川
流
域
遊
水
池
詳
細
設
計
業
務
を
実
施

し
ま
す
。
町
内
の
河
川
の
上
流
で
一
時
的

に
下
流
域
あ
る
い
は
住
宅
地
域
へ
の
増
水

を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
、
今
後
、
中
店
地

区
、
川
船
河
地
区
の
３
箇
所
に
設
置
す
る

計
画
で
す
。
増
水
時
に
国
道
４
０
３
号
バ

イ
パ
ス
あ
る
い
は
Ｊ
Ｒ
線
付
近
で
の
氾
濫

を
未
然
に
防
止
す
る
対
策
で
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
が
完
了
す
る
と
水
害
対
策
の
７
割

位
が
完
了
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
の
機
械
除
雪
に
要
す
る
主
な
経
費

は
５
千
万
円
を
超
え
る
予
算
で
す
。
ま

た
、
こ
れ
以
外
に
機
械
除
雪
の
困
難
地

域
で
の
消
雪
パ
イ
プ
の
修
繕
工
事
も
実

施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
雪
パ

イ
プ
の
井
戸
の
修
繕
だ
け
で
約
２
千
万

円
の
費
用
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
井
戸
の
修
繕
か
ら
地
下

水
の
量
の
調
整
、
消
雪
パ
イ
プ
の
布
設

替
等
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
原
則
的
に

は
新
し
い
消
雪
用
井
戸
は
掘
ら
な
い
と

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
機
械
除
雪
が
原

則
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
各
地
域
か
ら
消
雪
パ
イ
プ
の
設
置

の
要
望
が
毎
年
の
よ
う
に
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
住
宅
密
集
地
で
は
地
下
水
が
不

足
気
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
調
査
で
分
か
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
地
下
水
を
利
用
し
な
い
消
雪
の

方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
年
か
ら
ソ
フ
ト
事
業
に
シ
フ
ト
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
次
号
で
取
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　   32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　  57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

4/16～5/15

5
月

4
月

木17

金18
土19

日20

月21

火22
水23

木24

金25

土26
日27
月28

火29

水30

木1

金2

土3

日4

月5

火6

水7

木8

金9

土10
日11

月12

火13

水14

木15

水16

昭和の日 【休日診療当番医】　中村医院（加茂市五番町） ☎52-0095　　〈時間〉9：00～17：00

護摩堂山開き
献血

10：00～13：00
9：30～11：30、13：00～15：00

護摩堂ふれあい広場
保健福祉センター

胃がん検診
育児相談会
ストレッチ教室

7：30～10：00
9：00～11：30
10：00～

保健福祉センター
子育て支援センター
田上町公民館

湯っ多里館休館日
胃がん検診
母親学級（平成25年7～10月出産予定者）

7：30～10：00
受付9：10～、13：10～

保健福祉センター
保健福祉センター

補聴器相談（リオン）
トレッキング教室（川之下、一の滝～手取ヶ淵の滝）

10：00～10：30
9：00集合

役場
コミュニティセンター

【休日診療当番医】　吉田内科医院（加茂市柳町） ☎57-7511　　〈時間〉9：00～17：00

早朝ハイキング 6：30集合 護摩堂山頂

ストレッチ教室
スポーツ少年団入団式

10：00～
19：30～

田上町公民館
町民体育館

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

コミュニティセンター
役場

胃がん検診
乳児健診（平成25年12月生まれ）

7：30～10：00
12：50～13：20

コミュニティセンター
保健福祉センター

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

胃がん検診
元気はつらつ教室

7：30～10：00
13：30～15：30

保健福祉センター
保健福祉センター

憲法記念日
【休日診療当番医】　大谷内科医院（加茂市上町） ☎52-0236　　〈時間〉9：00～17：00

みどりの日
【休日診療当番医】　鷲塚内科医院（加茂市穀町） ☎52-2054　　〈時間〉9：00～17：00

こどもの日
【休日診療当番医】　田上診療所（山田） ☎57-5015　　〈時間〉9：00～17：00

振替休日
【休日診療当番医】　さくらクリニック（加茂市寿町） ☎52-9511　　〈時間〉9：00～17：00

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

胃がん検診
元気はつらつ教室

7：30～10：00
13：30～15：30

保健福祉センター
保健福祉センター

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

老人福祉センター
役場

育児相談会 9：00～11：30 子育て支援センター

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

胃がん検診 7：30～10：00 コミュニティセンター

ゆうゆう教室 9：30～ コミュニティセンター

【休日診療当番医】　わたなべ医院（加茂市栄町） ☎53-3850　　〈時間〉9：00～17：00

心と体の相談会 9：00～11：30 保健福祉センター

【休日診療当番医】　うすき医院（加茂市大郷町） ☎52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

胃がん検診 7：30～10：00 老人福祉センター

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その149）

総額７９億円の当初予算！
　　　　　　満足度の高いまちづくり

雪
　　対
　　策

水
害
対
策
と
し
て「
た
ん
ぼ
ダ
ム
」

原
ヶ
崎
運
動
広
場
整
備
事
業
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雪
嶺
や
胸
に
た
め
ら
ふ
こ
と
の
な
し

夕
方
に
雪
と
の
予
報
弥
生
月

三
月
の
日
和
の
な
か
や
墓
掃
除

草
青
む
生
涯
現
役
畑
に
立
つ

残
雪
や
光
輝
く
霜
の
朝

田
の
畦
の
十
字
露
わ
ん
雪
解
風

蕗
味
噌
や
明
日
へ
日
延
べ
の
休
肝
日

彼
岸
墓
地
香
煙
沁
み
る
名
残
り
雪

羽生田　　　山本　信枝（92）

中　店　　　小林　新一（79）

上　野　　　山吉　三彌（95）

湯　川　　　吉田米次郎（87）

羽生田　　　宮口　ハツ（80）

清水沢　　　五十嵐末 （77）

川船河　　　田浦　安平（88）

羽生田　　　阿部　哲男（81）

曽　根　　　須佐　敏榮（89）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

本
田
上
　
小
柳
白
星
子

川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

我
が
孫
を
だ
い
て
命
の
重
さ
知
り
安
心
ま
か
せ
顔
見
て
笑
う

ひ
と
す
じ
に
資
格
身
に
つ
け
巣
立
娘
よ
県
外
な
が
る
る
重
責
人
生

働
へ
て
苦
勞
か
さ
ね
て
老
木
に
慈
の
心
を
若
木
も
何
れ

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

が
ん
ば
ら
ず
大
事
な
生
命
思
い
や
る

大
学
に
梅
よ
り
早
く
桜
咲
く

値
上
げ
前
夫
婦
で
買
い
込
み
髙
く
つ
き

人
生
を
共
に
あ
る
い
た
な
ご
り
雪

横
綱
も
人
の
子
こ
れ
ぞ
大
相
撲

ご結婚おめでとう

赤ちゃん誕生

お　く　や　み

2／26～3／25届出分、
敬称略

原ケ崎　　　鎌田　晴馬（陽介・伸恵）

山　田　　　今井　桜子（哲朗・賀寸美）

羽生田　　　大関　萌衣（篤・友香）

曽　根　　　畠山　誠羅（誠之・礼子）

羽生田　　　小林　真実（靖彦・香織）

中　店　　　渡辺　翔太・佑衣子（原）

清水沢　　　佐野　智章・すみれ（近藤）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

遺言・相続・成年後見の他、家庭内の悩み事など、
お気軽にご相談ください。
◇日　時　4月25日（金）午後1時～4時
◆相談・問い合わせ：行政書士　
　たがみ行政手続事務所（善養寺・渡邊）　　☎57-3988

◇日　時　4月25日（金）午後0時20分～
◇会　場　役場1階ロビー　※入場無料
◇内　容　ピアノ連弾　竹田佳奈恵
　　　　　　　　　　　小田みなみ（新潟市）
◆問い合わせ：田上町音楽を楽しむ会
　　　　　　　　　　　　　　高野　☎57-6041

第48回 役場ロビーコンサート

日ごろ活動している音楽を発表し合い、ご一緒に
楽しいひとときを過ごしませんか。参加要領の詳
細については、お問い合わせください。
◇日　　時　6月8日（日）午後2時開演
　　　　　　※午前中にリハーサルの時間を設けます。
◇会　　場　原ヶ崎交流センター　ホール
　　　　　　※参加費・入場料無料
◇申込締切　4月30日（水）
◇そ の 他　マイク、スピーカーを使わない演奏に限る。
　　　　　　演奏時間は、団体・独奏ともに15分以内。
◆申込・問い合わせ：田上町音楽を楽しむ会
　　　　　　　　　　　　　　渡辺　☎57-6016

第6回 あじさい音楽祭参加者募集

◇日　時　4月19日（土）、26日（土）午後1時～5時
◆相談・問い合わせ：大塚行政書士事務所
　行政書士　大塚義行　57-4090

行政書士による行政手続・
相続等に関する無料電話相談

第15回 フレンドリーコンサート参加者募集

遺言・相続・成年後見　無料電話相談会

◇日　時　4月26日（土）午後2時～4時
◇会　場　田上町公民館　※入場無料
◇内　容　「ねずみくんのきもち」
　　　　　ほか全4作品
◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第208回 16ミリ映写会

壊れて動かなくなったおもちゃを修理します。
技術料は無料ですが、修理の際、部品代が発生す
る場合があります。
◇日　時　4月27日（日）午後1時～午後4時
◇会　場　コミュニティセンター
◆問い合わせ：おもちゃ病院にいがた
　　　　　　　　　　　　　　和田　☎57-4860

おもちゃ病院

◇時　　間　午後6時30分～8時
◇会　　場　新潟経営大学
◇受 講 料　無料
【4月25日（金）開催】
◇テ ー マ　会計情報価値と株式市場の関係
　　　　　　～会計基準の国際的潮流～
◇講　　師　新潟経営大学　藪下保弘特任教授
◇申込締切　4月24日（木）
【5月16日（金）開催】
◇テ ー マ　円満社会と生きがいづくり
　　　　　　～コミュ活のすすめ～
◇講　　師　新潟経営大学　中島純教授
◇申込締切　5月15日（木）
◆申込・問い合わせ：
　　　　　　新潟経営大学　総務課　☎53-3000

新潟経営大学公開講座

ＮＨＫ-ＢＳプレミアムで放送中の、「日本縦断こ
ころ旅」。番組では、みなさんからのお手紙で旅
のルートを決定するため、町内の「忘れられない
場所、風景」にまつわる手紙を募集しています。
手紙が採用されれば火野さんが田上町を訪れます。
◇新潟県の放送予定　6月2日（月）、15日（日）
◇応募締切　4月22日（火）必着
◇応募内容　住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思い
　　　　　　出の場所、風景にまつわるエピソード
◇応募方法　番組ホームページhttp://www.nhk.or.jp/kokoronotabi/
　　　　　　FAX03-3465-1327
　　　　　　郵送〒150-8001　NHK「こころ旅」係
◆問い合わせ：NHKふれあいセンター
　☎0570-066-066　☎050-3786-5000
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５
保
明
校
の
開
校

　
保
明
地
区
の
子
ど
も
は
最
初
、
羽
生
田
校
及
び
横
場
校
に
通
っ
て
い
た
が
、
地
区
の

有
力
者
の
尽
力
で
明
治
11
年
に
冬
季
分
校
を
番
場
仁
平
次
宅
に
開
い
た
の
が
保
明
校
の

始
ま
り
で
あ
る
。
間
も
な
く
開
校
の
気
運
が
生
ま
れ
、
13
年
に
独
立
校
が
開
校
し
た
。

し
か
し
、
横
場
校
同
様
、
小
規
模
地
区
で
は
資
本
金
が
不
足
し
経
営
は
苦
し
か
っ
た
。

そ
の
頃
、
加
茂
川
の
対
岸
の
加
茂
新
田
地
区
で
も
開
校
を
め
ぐ
り
紛
争
が
続
い
て
い
た
。

そ
こ
で
、
両
地
区
で
話
し
合
い
の
う
え
組
合
を
つ
く
り
、
「
日
新
校
」
と
名
付
け
番
場

仁
平
次
宅
に
校
舎
を
お
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
17
年
９
月
に
火
災
が
お
こ
り
、
番
場
家
を

は
じ
め
附
近
の
民
家
10
数
戸
を
焼
い
た
。
そ
こ
で
、
学
校
は
一
時
、
加
茂
新
田
の
旧
庄

屋
、
岡
潜
太
家
に
移
っ
た
が
、
加
茂
新
田
地
区
に
紛
争
が
あ
り
、
そ
の
上
、
資
本
金
の

集
ま
り
も
良
く
な
く
「
新
潟
新
聞
」
に
も
書
き
立
て
ら
れ
た
り
し
た
。
結
局
、
両
者
の

折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
18
年
６
月
に
分
離
し
た
。
そ
の
後
、
藤
田
福
松
方
の
一
室
を
借

り
て
い
た
が
戸
長
役
場
の
あ
っ
た
村
民
役
場
の
あ
っ
た
村
民
集
会
所
に
移
っ
た
、
明
治

22
年
に
県
道
大
沢
線
の
開
削
で
集
会
所
が
立
ち
退
き
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
、
隣
の
１

４
１
４
番
地
に
校
舎
を
新
築
し
た
。
後
、
更
に
移
転
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
８
年
の
田
上
村
の
学
校
統
合
で
、
田
上
小
学
校
第
２
部
校
（
羽
生
田

小
学
校
）
の
分
校
と
な
っ
た
が
、
昭
和
38
年
３
月
に
閉
校
に
な
っ
た
。

６
子
守
学
校
（
学
級
）

　
明
治
も
年
を
経
る
と
次
第
に
学
校
の
制
度
も
整
い
就
学
率
も
上
が
っ
て
き
た
が
、
家

の
貧
し
さ
と
、
両
親
の
無
理
解
に
よ
り
学
校
に
行
か
な
い
子
が
い
た
。
特
に
女
子
の
就

学
率
が
低
か
っ
た
。
就
学
期
の
女
の
子
は
家
の
弟
妹
の
子
守
の
大
切
な
要
員
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
他
家
の
子
守
に
出
さ
れ
る
子
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
学
校
に
取
ら
れ
、
し
か

も
、
授
業
料
ま
で
払
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
傾
向
は
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
明
治
政
府
は
幼
児
を
背
負
っ
て
学
校
に
来
る
こ
と
を
容
認
し
た
。
幼
児
を
預
か

る
施
設
や
人
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
背
負
っ
た
ま
ま
教
室
で
勉
強
す
る
の
で
学
習
効

果
が
上
が
ら
な
い
の
で
当
然
で
あ
る
。
赤
ん
坊
が
泣
く
と
廊
下
に
出
て
あ
や
す
。
黙
る

と
教
室
に
戻
る
。
勉
強
が
嫌
に
な
る
と
、
わ
ざ
と
赤
ん
坊
の
足
を
つ
ね
っ
て
泣
か
せ
廊

下
に
出
る
生
徒
も
い
た
と
か
。
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
文
部
省
は
黙
認
し
、
む
し
ろ
、

推
奨
し
た
。
田
上
の
学
校
に
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
沿
革
史
に
載
っ
て
い
た
。

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

◇日　　時　9月21日（日）午前
◇会　　場　加茂文化会館大ホール
◇参 加 費　3,000円（1人）
◇申込締切　5月2日（金）
◆申込・問い合わせ：田上町音楽指導者の会
　　　　　　　　　　　皆木　☎090-7001-8231

に

へ
い

じ

に
っ
し
ん
こ
う

お
か
せ
ん

た

ふ
く
ま
つ
か
た

３
月
号
短
歌
再
掲
（
ル
ビ
を
振
り
ま
し
た
）
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や
胸
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た
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ふ
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な
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生
月

三
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の
日
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の
な
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生
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光
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岸
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ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

遺言・相続・成年後見の他、家庭内の悩み事など、
お気軽にご相談ください。
◇日　時　4月25日（金）午後1時～4時
◆相談・問い合わせ：行政書士　
　たがみ行政手続事務所（善養寺・渡邊）　　☎57-3988

◇日　時　4月25日（金）午後0時20分～
◇会　場　役場1階ロビー　※入場無料
◇内　容　ピアノ連弾　竹田佳奈恵
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◆問い合わせ：田上町音楽を楽しむ会
　　　　　　　　　　　　　　高野　☎57-6041

第48回 役場ロビーコンサート

日ごろ活動している音楽を発表し合い、ご一緒に
楽しいひとときを過ごしませんか。参加要領の詳
細については、お問い合わせください。
◇日　　時　6月8日（日）午後2時開演
　　　　　　※午前中にリハーサルの時間を設けます。
◇会　　場　原ヶ崎交流センター　ホール
　　　　　　※参加費・入場料無料
◇申込締切　4月30日（水）
◇そ の 他　マイク、スピーカーを使わない演奏に限る。
　　　　　　演奏時間は、団体・独奏ともに15分以内。
◆申込・問い合わせ：田上町音楽を楽しむ会
　　　　　　　　　　　　　　渡辺　☎57-6016

第6回 あじさい音楽祭参加者募集

◇日　時　4月19日（土）、26日（土）午後1時～5時
◆相談・問い合わせ：大塚行政書士事務所
　行政書士　大塚義行　57-4090

行政書士による行政手続・
相続等に関する無料電話相談

第15回 フレンドリーコンサート参加者募集

遺言・相続・成年後見　無料電話相談会

◇日　時　4月26日（土）午後2時～4時
◇会　場　田上町公民館　※入場無料
◇内　容　「ねずみくんのきもち」
　　　　　ほか全4作品
◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086
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壊れて動かなくなったおもちゃを修理します。
技術料は無料ですが、修理の際、部品代が発生す
る場合があります。
◇日　時　4月27日（日）午後1時～午後4時
◇会　場　コミュニティセンター
◆問い合わせ：おもちゃ病院にいがた
　　　　　　　　　　　　　　和田　☎57-4860

おもちゃ病院

◇時　　間　午後6時30分～8時
◇会　　場　新潟経営大学
◇受 講 料　無料
【4月25日（金）開催】
◇テ ー マ　会計情報価値と株式市場の関係
　　　　　　～会計基準の国際的潮流～
◇講　　師　新潟経営大学　藪下保弘特任教授
◇申込締切　4月24日（木）
【5月16日（金）開催】
◇テ ー マ　円満社会と生きがいづくり
　　　　　　～コミュ活のすすめ～
◇講　　師　新潟経営大学　中島純教授
◇申込締切　5月15日（木）
◆申込・問い合わせ：
　　　　　　新潟経営大学　総務課　☎53-3000

新潟経営大学公開講座

ＮＨＫ-ＢＳプレミアムで放送中の、「日本縦断こ
ころ旅」。番組では、みなさんからのお手紙で旅
のルートを決定するため、町内の「忘れられない
場所、風景」にまつわる手紙を募集しています。
手紙が採用されれば火野さんが田上町を訪れます。
◇新潟県の放送予定　6月2日（月）、15日（日）
◇応募締切　4月22日（火）必着
◇応募内容　住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思い
　　　　　　出の場所、風景にまつわるエピソード
◇応募方法　番組ホームページhttp://www.nhk.or.jp/kokoronotabi/
　　　　　　FAX03-3465-1327
　　　　　　郵送〒150-8001　NHK「こころ旅」係
◆問い合わせ：NHKふれあいセンター
　☎0570-066-066　☎050-3786-5000
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5

５
保
明
校
の
開
校

　
保
明
地
区
の
子
ど
も
は
最
初
、
羽
生
田
校
及
び
横
場
校
に
通
っ
て
い
た
が
、
地
区
の

有
力
者
の
尽
力
で
明
治
11
年
に
冬
季
分
校
を
番
場
仁
平
次
宅
に
開
い
た
の
が
保
明
校
の

始
ま
り
で
あ
る
。
間
も
な
く
開
校
の
気
運
が
生
ま
れ
、
13
年
に
独
立
校
が
開
校
し
た
。

し
か
し
、
横
場
校
同
様
、
小
規
模
地
区
で
は
資
本
金
が
不
足
し
経
営
は
苦
し
か
っ
た
。

そ
の
頃
、
加
茂
川
の
対
岸
の
加
茂
新
田
地
区
で
も
開
校
を
め
ぐ
り
紛
争
が
続
い
て
い
た
。

そ
こ
で
、
両
地
区
で
話
し
合
い
の
う
え
組
合
を
つ
く
り
、
「
日
新
校
」
と
名
付
け
番
場

仁
平
次
宅
に
校
舎
を
お
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
17
年
９
月
に
火
災
が
お
こ
り
、
番
場
家
を

は
じ
め
附
近
の
民
家
10
数
戸
を
焼
い
た
。
そ
こ
で
、
学
校
は
一
時
、
加
茂
新
田
の
旧
庄

屋
、
岡
潜
太
家
に
移
っ
た
が
、
加
茂
新
田
地
区
に
紛
争
が
あ
り
、
そ
の
上
、
資
本
金
の

集
ま
り
も
良
く
な
く
「
新
潟
新
聞
」
に
も
書
き
立
て
ら
れ
た
り
し
た
。
結
局
、
両
者
の

折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
18
年
６
月
に
分
離
し
た
。
そ
の
後
、
藤
田
福
松
方
の
一
室
を
借

り
て
い
た
が
戸
長
役
場
の
あ
っ
た
村
民
役
場
の
あ
っ
た
村
民
集
会
所
に
移
っ
た
、
明
治

22
年
に
県
道
大
沢
線
の
開
削
で
集
会
所
が
立
ち
退
き
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
、
隣
の
１

４
１
４
番
地
に
校
舎
を
新
築
し
た
。
後
、
更
に
移
転
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
８
年
の
田
上
村
の
学
校
統
合
で
、
田
上
小
学
校
第
２
部
校
（
羽
生
田

小
学
校
）
の
分
校
と
な
っ
た
が
、
昭
和
38
年
３
月
に
閉
校
に
な
っ
た
。

６
子
守
学
校
（
学
級
）

　
明
治
も
年
を
経
る
と
次
第
に
学
校
の
制
度
も
整
い
就
学
率
も
上
が
っ
て
き
た
が
、
家

の
貧
し
さ
と
、
両
親
の
無
理
解
に
よ
り
学
校
に
行
か
な
い
子
が
い
た
。
特
に
女
子
の
就

学
率
が
低
か
っ
た
。
就
学
期
の
女
の
子
は
家
の
弟
妹
の
子
守
の
大
切
な
要
員
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
他
家
の
子
守
に
出
さ
れ
る
子
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
学
校
に
取
ら
れ
、
し
か

も
、
授
業
料
ま
で
払
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
傾
向
は
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
明
治
政
府
は
幼
児
を
背
負
っ
て
学
校
に
来
る
こ
と
を
容
認
し
た
。
幼
児
を
預
か

る
施
設
や
人
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
背
負
っ
た
ま
ま
教
室
で
勉
強
す
る
の
で
学
習
効

果
が
上
が
ら
な
い
の
で
当
然
で
あ
る
。
赤
ん
坊
が
泣
く
と
廊
下
に
出
て
あ
や
す
。
黙
る

と
教
室
に
戻
る
。
勉
強
が
嫌
に
な
る
と
、
わ
ざ
と
赤
ん
坊
の
足
を
つ
ね
っ
て
泣
か
せ
廊

下
に
出
る
生
徒
も
い
た
と
か
。
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
文
部
省
は
黙
認
し
、
む
し
ろ
、

推
奨
し
た
。
田
上
の
学
校
に
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
沿
革
史
に
載
っ
て
い
た
。

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

◇日　　時　9月21日（日）午前
◇会　　場　加茂文化会館大ホール
◇参 加 費　3,000円（1人）
◇申込締切　5月2日（金）
◆申込・問い合わせ：田上町音楽指導者の会
　　　　　　　　　　　皆木　☎090-7001-8231

に

へ
い

じ

に
っ
し
ん
こ
う

お
か
せ
ん

た

ふ
く
ま
つ
か
た

３
月
号
短
歌
再
掲
（
ル
ビ
を
振
り
ま
し
た
）
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平成26年度 田上町行政機構図及び職員名簿
（平成26年4月1日現在）

町 長

佐藤邦義

 丸山　　敬
（公民館長兼務）

副町長

小日向 至

総 　 務 　 課

57－6222

事　務　局
57－6300

課長　　今井　　薫

補佐　　田中國明

局長　　中野幸作

庶 務 防 災 係

係長　　中野貴行

志田孝志・風間　　力・菅家友里
近藤卓也・山川憲康

庶 　 務 　 係
渡辺絵美子
佐野聡美（総務課企画財政係兼務）

［保育士］
酒井敦子（主任）・真保惠子（主任）
川口直美・須佐　　香・熊倉良子・山口ひろみ・外山直子
相馬和美・山吉久美子・時田園美・吉澤幸恵・中村ゆかり
長井真美・泉田利江・石塚あや奈・齋藤美穂子
長谷見悠理・原　　寿範・船久保友梨・笠原有加

［調理員］
渡辺裕子・熊田純子・吉田尚子

［管理員］
久保美代子・内山多枝子

佐野聡美・斎藤陽介
仲川亮太

原田　　学・齋藤廉生・小久保雅仁
土田大輔・金子友美・阿部真一朗

企 画 財 政 係

係長　　渡辺　　聡

農 　 林 　 係

係長 　長谷川暁

商 工 観 光 係

係長　　諸橋弘樹

施 設 整 備 係

係長　　坂内雅裕

今井　　俊・馬場祐輔
小林龍之介

板屋越麻衣子

堀　彩子

村山孝徳

渡辺真夜子

菅家康生・渡邊直人
小澤克彦

下 水 道 係

係長　　堀内　　誠

水 　 道 　 係

係長　　渡辺　　明

少子化対策推進係
（少子化対策推進室）

係長　　泉田健一

住 　 民 　 係

係長　　長沢裕美子

塚野里恵・石本智愛

坪谷俊和・関川　　稔保 　 険 　 係

係長　　本間秀之

税 　 務 　 係

係長　　近藤拓哉

藤田洋子・近藤範子
山際淑子

相田岳人・土田美穂・前田路子
山本泰史・岡部里美・坂内裕美子

高橋陽子・長谷川信子・三本智子
江川哲也・小柳加奈子
本多由紀（新採用）

田畑　　弘（公民館兼務）
阿部俊也（公民館兼務）
牛田伸幸（公民館兼務）

［調理員］
田巻徳夫・吉沢公子・佐藤道子・渡辺史絵・阿部久夫
野口真奈美・酒井一美

保 　 健 　 係

係長　　時田雅之

出 　 納 　 係

係長　　吉澤　　宏

中野祥子

福 　 祉 　 係

係長　　棚橋康夫

訪 問 看 護 係

係長　　高橋智子

地 域 整 備 課

57－6223

課長　　土田　　覚

補佐　　渡辺　　明

　　　　　　（水道係長兼務）

産 業 振 興 課

57－6225

課長　　渡辺　　仁

補佐　　加藤昭雄

町 　 民 　 課

57－6115

課長　　鈴木和弘

補佐　　山口浩一

保 健 福 祉 課

57－6112

課長　　吉沢深雪

補佐　　渡辺　　賢

会 　 計 　 課

57－6116

会計管理者兼課長　　吉澤　　宏

（出納係長兼務）

議　　会

事　務　局
57－6226

局長　　渡辺　　仁

農 　 地 　 係

係長　　宮嶋敏明農業委員会

渡辺文絵・熊倉達也

渡辺ひとみ（副園長兼務）

事　務　局
57－6114

局長　　福井　　明

補佐　　佐藤　　正（学校教育係長兼務）　

竹の友幼児園
41－5530

［管理員］
中沢光浩　　　　（田 上 中 学 校:57－2039）
堀内成幸　　　　（羽生田小学校:57－2017）
小柳良作（嘱託）（田 上 小 学 校:57－2018）

小・中学校

園長（嘱託）有本久美子

事務長　小林  亨

副園長　石田喜誉恵

副園長　渡辺ひとみ

第２学校教育係長

　　　　　　　今井　　徹

子　育　て
支援センター
41－5535

センター長　　有本久美子（兼務）

学 校 給 食
共同調理場
57－4554

場長　　福井　　明（局長兼務）

学 校 教 育 係

係長　佐藤　正

公　民　館
57－3114 57－3114

生 涯 学 習 係

係長　大平哲也（公民館兼務）

教育委員会 教　育　長
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平成26年度 田上町行政機構図及び職員名簿
（平成26年4月1日現在）
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坪谷俊和・関川　　稔保 　 険 　 係
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山際淑子
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町の花
アジサイ

町の木
サクラ

「作り置きのおかずで朝ごはんをバランスアップ！！」「作り置きのおかずで朝ごはんをバランスアップ！！」

朝食も
バランスよく
食べよう！！

「作り置きのおかずで朝ごはんをバランスアップ！！」
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◆固定資産税１期

◆国民健康保険税１期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（3月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,101
+ 2

12,542
－ 41

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税

陽

　「護摩堂山の越の彼岸桜」は、“町の名木”に

も指定されていて、観光的にも、歴史的にも、田

上町を代表する桜でしょう。花は、ほんのりやさ

しく美しく、見ごろは４月下旬～５月上旬。

　　　　　　　　　（投稿者　下吉田　高橋務）
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あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
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　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2222@town.tagami.niigata.jp

60
　昨年７月に町で実施した「食育に関するアンケート」では、ほとんどの子ども

たちが朝食を食べていましたが、「主食＋主菜＋副菜」がそろった朝食は約３～

４割程度しかいませんでした。主食は食べていてもおかずが不足している様子で

す。朝食向きの主菜は、卵、ハム、納豆など意識すれば作りやすいですが、副菜

（野菜）のおかずは調理に手間がかかるため、不足しがちです。そこで、４月か

ら１年間、お母さんの朝食作りの負担を少しでも軽くするために、作り置きのお

かずを紹介します。今月は、みずみずしく、やわらかい春キャベツのサラダを提

案。朝ごはんにぜひ利用してみましょう。

子どもの頃から早寝・早起きをし、
朝ごはんをしっかり食べましょう！

役場保健福祉課         57-6112

春キャベツの
コールスローサラダ

毎月19日は
「食育の日」

田上レンジャー
（田上町食育推進
キャラクター）

キャベツの芯も
ビタミンＣが多
いので捨てずに
食べてネ！！
　　　米たより

★春キャベツのコールスローサラダ
春キャベツ…葉8枚（約400ｇ）　　きゅうり…中1本

にんじん…４㎝位（４０ｇ）　　塩…小さじ１

ハム…２枚　　コーン缶…５０ｇ　　

【ドレッシング】

　　　オリーブ油（又はサラダ油）…大さじ２

Ａ
　　レモン汁（又は酢）…大さじ１～２

　　　　砂糖…小さじ１/２　　マヨネーズ…小さじ２

　　　　塩、コショウ…少々

作り方 ①キャベツとにんじんはせん切り。きゅうりはたて半分に切って、ななめに

　　薄切りにする。

②ボウルに①を入れ、塩小さじ１を入れ、野菜がしんなりしたら軽くもむ。

③ハムは、５㎜角位に切り、コーンは缶から出して水気を切る。

④容器に水気をよく絞った野菜とハム、コーンを加え、Ａのドレッシング

　　であえる。ふたをして冷蔵庫で保存し、１～2日で食べきりましょう。

ポイント

　　✿塩もみ野菜の状態まで作って置いて、食べる時にドレッシングで和

　　　　えてもOK。

　✿たまねぎやセロリ、パセリや、みかん缶などを入れてもおいしいです。

　　✿キャベツに含まれるビタミンＣやビタミンＵは水溶性なので、切ったら

　　　　水にさらさないようにしましょう。

【担当のコーナー】 ４月6日、４年ぶりの、梅まつりが無事開催されました。当日は、みぞれ模様の天候で、「今年もダメか？」と気になり
ましたが、梅の花はきれいに咲いて、来訪者を楽しませていました。

【副菜】

青菜とじゃが芋の具だくさん汁
【主食】

ごはん

【主菜】

納豆のしらす和え
【副菜】

春キャベツのコールスローサラダ
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■投稿記事あて先／

材料
作りやすい分量
（約８人分）

護摩堂山の桜

第６２回田上町成人式第６２回田上町成人式
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二十歳の決意　新成人代表　大野隆之さん
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二十歳の決意　新成人代表　大野隆之さん


